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碩布建立の川角八幡神社の芭蕉句碑（毛呂山町指定文化財）
「道傍の　むくげは馬に　喰われけり」

俳
諧

　

五
七
五
の
17
文
字
か
ら
な
る
俳
句
は
、
そ
の

短
い
節
の
な
か
に
季
語
を
含
ま
せ
て
、
季
節
を

詠
み
こ
む
簡
潔
な
短
詩
で
す
。

　

日
本
の
俳
句
の
歴
史
上
、
最
も
有
名
な
俳
人

の
ひ
と
り
が
松
尾
芭
蕉
で
し
ょ
う
。
そ
の
松
尾

芭
蕉
が
志
し
た
俳
諧
こ
そ
、
俳
句
の
ル
ー
ツ
と

い
え
ま
す
。
も
と
も
と
俳
諧
と
は
、
中
国
で

滑こ
っ
け
い稽
を
表
す
言
葉
で
、
機き

ち知
に
富
ん
だ
言
葉
が

即
興
的
に
口
に
出
る
状
況
を
指
し
ま
し
た
。

松
尾
芭
蕉

　

松
尾
芭
蕉
は
、
江
戸
時
代
前
期
、
伊
賀
上
野

（
現
在
の
三
重
県
上
野
市
）
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

29
歳
の
こ
ろ
俳
諧
師
と
し
て
江
戸
に
出
る
と
、

そ
れ
ま
で
滑
稽
を
特
色
と
し
た
俳
諧
文
芸
に
芸

術
性
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
彼
の
「
わ
び
・
さ

び
」
に
表
さ
れ
る
そ
の
幽ゆ
う
げ
ん玄・

閑か
ん
じ
ゃ
く寂

な
作
風
は
、

の
ち
に
「
蕉し
ょ
う
ふ
う風
俳
諧
」
と
い
わ
れ
、
以
後
の
俳

人
の
手
本
と
な
り
ま
し
た
。

 

俳は
い
か
い諧

と
松
尾
芭ば

し
ょ
う蕉

毛
呂
山
の
俳
人

特
集

毛
呂
山
人
物
伝

川
村
碩せ

き

ふ布
と
野
口
有う

り

ゅ

う柳一本松の碩布の句碑
（毛呂山町指定文化財）

「色かへぬ　かはりやまつに　秋の声」

川村碩布肖像
（歴史民俗資料館蔵）
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川村碩布と野口有柳
毛呂山人物伝

　

毛
呂
山
の
生
ん
だ
俳
人
・
川
村
碩
布
は
、

寛か
ん
え
ん延

３
年
（
１
７
５
０
）
武
蔵
国
入
間
郡
馬
場

村
（
現
在
の
毛
呂
山
町
毛
呂
本
郷
）
の
裕
福
な

名
主
の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

若
い
こ
ろ
よ
り
風
流
を
好
み
、
と
り
わ
け

好
き
な
俳
諧
の
道
に
進
む
た
め
、
天
明
元
年

（
１
７
８
１
）、
32
歳
の
と
き
に
江
戸
日
本
橋
で

４
千
人
と
も
い
わ
れ
る
門
弟
を
も
つ
、
蕉
風
俳

諧
の
大
家
、
春
し
ゅ
ん
じ
ゅ
う
あ
ん

秋
庵
加か

や舎
白し

ら
お雄
の
門
弟
と
な
り

ま
す
。
後
に
そ
の
八は
っ
て
つ哲

（
白
雄
の
八
大
弟
子
の

こ
と
）
に
数
え
ら
れ
る
俳
人
に
な
り
、
文
化
13

年
（
１
８
１
６
）
69
歳
の
と
き
、
春
秋
庵
を
受

け
継
ぎ
ま
し
た
。

碩
布
の
作
品

　

碩
布
の
主
な
著
書
に
は
、
加
舎
白
雄
の
三

回
忌
に
編
ん
だ
『
し
ら
雄
く
集
』、
一
門
の
俳

諧
撰
集
『
春
秋
稿
（
第
八
編
）』、『
磊ら
い
て
い
し
ゅ
ん

庭
春

帖じ
ょ
う』、
自
選
句
集
『
布ふ

き
ば
た
け

鬼
圃
』（
稿
本
）、
紀
行

集
『
穂ほ
や
の
つ
ゆ

家
露
』、
加
舎
白
雄
と
八
人
の
高
弟
の

句
集
『
八
翁
六
百
題
発ほ
っ
く句
集
』
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
碩
布
十
三
回
忌
の
追
善
集
と
し
て
『
碩

布
発
句
集
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
碩
布
は
俳
画
も
好
み
、
梅
や
亀
を
描

い
た
作
品
を
町
内
外
に
数
多
く
残
し
て
い
ま

す
。
お
だ
や
か
で
情
感
あ
ふ
れ
る
画
風
で
、
俳

人
の
余よ

ぎ技
以
上
の
技
量
を
感
じ
さ
せ
る
と
い
わ

れ
ま
す
。

碩
布
の
功
績

　

碩
布
は
、
恩
師
で
あ
る
白
雄
の
名
跡
、
春
秋

庵
を
よ
く
守
り
、
久
米
逸い
つ
え
ん淵

や
加か

や舎
梅ば

い
り
ゅ
う笠

、
野

口
有う
り
ゅ
う柳

と
い
っ
た
後
進
を
育
て
ま
し
た
。
白
雄

派
の
俳
諧
を
明
治
の
代
ま
で
伝
え
た
こ
と
は
、

碩
布
の
大
き
な
功
績
と
い
え
ま
す
。
碩
布
は
、

そ
の
活
躍
で
俳
諧
史
に
名
声
を
残
し
、
天
保
14

年
（
１
８
４
３
）、
94
歳
の
天
寿
を
全
う
し
、

毛
呂
本
郷
地
内
の
妙
玄
寺
に
あ
る
川
村
家
の
墓

地
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

 

川
村
碩
布

亀　図
村田忠次郎氏蔵

（歴史民俗資料館寄託）
「草も木も　捨てはしるや　秋の水」

『春秋稿（第八編）』
村田忠次郎氏蔵

（歴史民俗資料館寄託）

川

村

碩

布
・

野

口

有

柳

を

め

ぐ

る

年

表

寛
延
３
年
（
１
７
５
０
）

川
村
碩
布
、
武
蔵
国
入
間
郡
馬
場
村
（
現
在
の
毛

呂
本
郷
）
に
生
ま
れ
る

安
永
９
年
（
１
７
８
０
）

加
舎
白
雄
が
春
秋
庵
を
江
戸
に
開
く

『
春
秋
稿
（
初
編
）』
刊
行

天
明
元
年
（
１
７
８
１
）

碩
布
、
江
戸
に
出
て
春
秋
庵
白
雄
に
入
門
す
る

寛
政
３
年
（
１
７
９
１
）

碩
布
の
師
・
加
舎
白
雄
没

常と
こ
よ
だ

世
田
長ち
ょ
う
す
い

翠
が
春
秋
庵
を
継
ぐ

寛
政
５
年
（
１
７
９
３
）

碩
布
、
師
・
加
舎
白
雄
の
追
悼
句
集
『
し
ら
雄
く
集
』

を
編
さ
ん
す
る

文
化
２
年
（
１
８
０
５
）

碩
布
、『
穂
家
露
』
の
信
州
旅
行
に
出
る

文
化
６
年
（
１
８
０
９
）

野
口
有
柳
、
川
角
村
に
生
ま
れ
る

文
化
13
年
（
１
８
１
６
）

碩
布
、
春
秋
庵
の
名
跡
を
継
ぐ
（
文
化
10
年
（
１
８

１
３
）
常
世
田
長
翠
が
没
す
）

文
政
７
年
（
１
８
２
３
）

碩
布
、
善
光
寺
詣
の
旅
に
出
る

『
春
秋
稿
（
第
八
編
）』
を
刊
行

文
政
９
年
（
１
８
２
６
）

碩
布
、
こ
の
頃
か
ら
俳
画
を
描
き
始
め
る

文
政
12
年
（
１
８
２
９
）

碩
布
、
こ
の
頃
、
春
秋
庵
の
名
跡
を
久
米
逸
淵
に
譲

る碩
布
、
芭
蕉
句
碑
を
川
角
南
蔵
寺
境
内
（
現
川
角
八

幡
神
社
）
に
建
立
す
る

天
保
６
年
（
１
８
３
５
）

碩
布
、
臥
龍
山
出
雲
伊
波
比
神
社
へ
俳
額
（
町
指
定

文
化
財
）
を
奉
納
す
る

天
保
７
年
（
１
８
３
６
）

碩
布
の
代
表
的
自
選
句
集
「
布
鬼
圃
」
の
草
稿
が
で

き
る

天
保
14
年
（
１
８
４
３
）

川
村
碩
布
没
。
妙
玄
寺
に
葬
ら
れ
る
（
享
年
94
歳
）

嘉
永
２
年
（
１
８
４
９
）

有
柳
、
師
・
碩
布
の
旧
号
「
可
庵
」
を
継
ぐ

慶
應
２
年
（
１
８
６
６
）

碩
布
の
遺
稿
を
ま
と
め
た
『
春
水
集
』　
（
青
荷
編
）

が
刊
行
さ
れ
る

明
治
７
年
（
１
８
７
４
）

野
口
有
柳
ら
数
名
で
俳
諧
明
倫
講
社
（
俳
諧
を
神
道

の
教
義
に
結
び
つ
け
た
も
の
で
、
明
治
俳
諧
の
一
大

勢
力
だ
っ
た
社
）
を
作
る

明
治
12
年
（
１
８
７
９
）

有
柳
、
春
秋
庵
の
名
跡
を
継
ぐ

『
春
秋
稿
（
第
十
編
）』
を
刊
行
す
る

明
治
26
年
（
１
８
９
９
）

野
口
有
柳
没
。
川
角
地
内
に
葬
ら
れ
る（
享
年
85
歳
）
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俳
人
・
川
村
碩
布
は
、
春
秋
庵
の
俳
諧

を
広
め
る
た
め
、
多
く
の
俳
人
た
ち
と
交

流
し
ま
し
た
。
県
内
で
は
、
弟
子
や
後
援

者
が
多
く
い
た
本
庄
、
深
谷
、
熊
谷
な
ど

中
山
道
沿
い
の
宿
場
町
に
出
向
き
、
県
外

で
は
上
州
、
信
州
、
多
摩
地
域
に
足
を
伸

ば
し
ま
し
た
。
更
に
、
壮
年
期
に
は
関
西

方
面
に
も
旅
を
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。

『
穂ほ
や
の
つ
ゆ

家
露
』

　

碩
布
の
生
涯
の
う
ち
、
最
も
有
名
な
旅

が
、
文
化
２
年
（
１
８
０
５
）
と
文
政
７

年
（
１
８
２
３
）
の
二
度
に
わ
た
る
信
州

旅
行
で
す
。
先
の
文
化
２
年
前
後
は
、
碩

布
の
父
・
金き
ん
ざ左

衛え
も
ん門

が
没
し
、
家か

と
く督

を
継

い
だ
碩
布
が
加
舎
白
雄
の
追
悼
句
集
『
し

ら
雄
く
集
』
の
出
版
に
尽
力
し
て
い
た
時

期
で
す
。
こ
の
と
き
の
旅
は
紀
行
集
『
穂

家
露
』
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
題

名
は
「
穂
屋
祭
」
と
い
う
諏
訪
大
社
の
神

事
を
指
し
、
碩
布
も
旅
の
最
終
目
的
地
と

し
て
諏
訪
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
『
穂
家
露
』
の
文
中
、碓う
す
い氷
の
関
所
（
現

在
の
群
馬
県
安
中
市
）
で
は

　

雨
水
と
て 

水
も
も
ら
さ
ぬ 

関
所
か
な

と
い
う
句
を
詠
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
姨お
ば
す
て捨（
現
在
の
長
野
県
千
曲
市
）

で
詠
ん
だ

川村碩布句碑
（長野県千曲市　姨捨長楽寺）

「姨石の　高き忘れて　月や月や」

碩
布
と
旅

　

姨
石
の 

高
き
忘
れ
て 

月
や
月
や

な
ど
は
碩
布
の
代
表
句
の
ひ
と
つ
で
す
。

姨
捨
と
い
う
地

　

姨
捨
は
、
長
野
盆
地
に
位
置
し
、
古
来

か
ら
東
山
道
の
支
道
、
善
光
寺
道
の
要
所

で
し
た
。
盆
地
の
南
西
部
に
あ
る
姨
捨
山

は
、『
大
和
物
語
』
や
能
で
有
名
な
姨
捨

伝
説
で
知
ら
れ
た
山
で
す
。
ま
た
、
盆
地

の
斜
面
一
帯
に
小
さ
な
水
田
が
階
段
状
に

並
び
、
近
く
の
長
楽
寺
は
、
そ
れ
ら
の
水

田
に
映
る
月
（
田た
ご
と毎
の
月
）
を
鑑
賞
す
る

名
所
と
し
て
、
藤
原
定て
い
か家
や
松
尾
芭
蕉
ら

多
く
の
文
人
た
ち
が
、
歌
や
句
に
詠
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
地
に
は
、
碩
布
の
句
碑
が

建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

『穂家露』
村田忠次郎氏蔵

（歴史民俗資料館寄託）

現在の姨捨（長野県千曲市）の風景

川村碩布句碑
（本庄市　八幡神社）
「春の水　ゆふ山はれて
　　　　　　流れけり」

川村碩布句碑
（寄居町　蓮光寺）

「名月の　ひと夜にきざむ
　　　　　　　　仏かな」
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川村碩布と野口有柳
毛呂山人物伝

取材協力
長野県千曲市／姨捨長楽寺（長野県千曲市）
／蓮光寺（寄居町）／八幡神社（本庄市）／
毛呂山町歴史民俗資料館
参考文献
毛呂山町史／新毛呂山町史／第十二回特別展
「芭蕉のこころ―毛呂山ゆかりの文人・川村
碩布と野口有柳―」（毛呂山町歴史民俗資料
館）／「橿寮碩布と春秋庵をめぐる人々」（内
野勝裕著・まつやま書房）

春秋庵譲証（明治 12 年）
（歴史民俗資料館蔵）

 

野
口
有う

り
ゅ
う柳

碩
布
の
後
継
者

　

川
村
碩
布
の
後
継
者
、
野
口
有
柳
は
、

文
化
６
年
（
１
８
０
９
）、
川
角
村
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
若
く
し
て
晩
年
の
碩
布
か

ら
俳
諧
を
学
び
、
20
歳
の
こ
ろ
、
碩
布
の

『
磊ら
い
て
い庭
春し

ゅ
ん
じ
ょ
う帖
通
名
』と
い
う
刷
り
物
に「
雨

柳
（
川
角
）
野
口
力
松
」
と
し
て
入
集
し

て
い
ま
す
（「
磊
庭
」
は
碩
布
の
別
号
、「
雨

柳
」
は
有
柳
の
初
号
）。

　

有
柳
は
、
天
保
10
年
（
１
８
３
９
）
に
、

碩
布
と
と
も
に
『
俳
諧
人
名
録
』
に
掲
載

さ
れ
、
そ
の
名
を
全
国
に
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
嘉
永
２
年

（
１
８
４
９
）
に
、
師
・
碩
布
の
旧
号
で
あ

る「
可
庵
」を
継
ぎ
、明
治
12
年（
１
８
７
９
）

に
、
71
歳
に
し
て
俳
諧
流
派
の
名
跡
で
あ

る
春
秋
庵
を
継
承
し
ま
す
。

　

春
秋
庵
主
に
な
っ
た
有
柳
は
、
同
年
に

『
春
秋
稿
（
第
十
編
）』
を
刊
行
し
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
有
柳
の
編
著
に
は
、
明

治
16
年
（
１
８
８
３
）
刊
行
の
『
は
な
の

か
げ
』
や
、
明
治
23
年
（
１
８
９
０
）
刊

行
の
『
古
今
五
百
題
』
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

有
柳
は
、
明
治
26
年
（
１
８
９
３
）
に

俳
諧
の
教
導
職
で
あ
る
大
講
義
に
任
ぜ
ら

れ
、
そ
の
46
日
後
に
85
歳
の
天
寿
を
全
う

し
、
川
角
地
内
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

有
柳
の
書
跡

　

俳
画
を
好
ん
だ
碩
布
と
違
っ
て
、
有
柳

は
絵
を
描
か
ず
、
専
ら
書
に
親
し
み
ま
し

た
。
有
柳
の
書
跡
は
多
く
、
書
家
と
し
て

も
大
家
で
し
た
。
有
柳
（
可
庵
）
の
名
は
、

現
在
も
毛
呂
山
を
中
心
に
、
近
隣
の
市
町

村
に
あ
る
句
碑
・
筆
塚
・
墓
石
・
俳
額
な

ど
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

野口有柳一行書
（歴史民俗資料館蔵）

梅
の
香
に
　
首
の
べ
そ
め
つ
　
池
の
亀
　

逢
迄
に
　
は
や
成
け
ら
し
　
星
の
空
　

野口有柳の墓
（毛呂山町指定文化財）

「のちの世へ　まだ見残して　月と花」

大講義任命書（明治 26 年）
（歴史民俗資料館蔵）
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年
月
日

　

で
き
ご
と

昭
和
14
年
４
月
１
日

毛
呂
村
と
山
根
村
が
合
併
し
、
毛
呂
山
町
と
な
る

昭
和
30
年
４
月
１
日

旧
毛
呂
山
町
と
川
角
村
が
合
併
し
、
新
毛
呂
山
町
が
誕
生

昭
和
38
年
11
月
29
日

荒
川
水
系
毛
呂
川
の
水
利
使
用
許
可
取
得　

１
６
０
０
㎥
／
日

昭
和
38
年
12
月
28
日

広
域
簡
易
水
道
事
業
創
設
認
可

計
画
給
水
人
口
９
６
０
０
人　

計
画
最
大
給
水
量
１
４
３
５
㎥
／

日
（
金
塚
浄
水
場
創
設　

ろ
過
池
３
池
、
浄
水
池
、
ポ
ン
プ
室
、

配
水
池
（
本
郷
）
築
造
、
取
水
・
送
水
ポ
ン
プ
各
２
台
設
置
）

昭
和
40
年
４
月
１
日

給
水
開
始

給
水
区
域
／
（
毛
呂
本
郷
、小
田
谷
、長
瀬
、前
久
保
、岩
井
、葛
貫
、

川
角
、
大
谷
木
の
一
部
、
阿
諏
訪
の
一
部
）

昭
和
43
年
度

第
１
期
拡
張
事
業

計
画
給
水
人
口
１
万
３
１
０
０
人　

計
画
最
大
給
水
量
２
６
２
０

㎥
／
日
（
第
２
水
源
増
設
、
ろ
過
池
１
池
増
設
、
送
水
管
増
設
、

取
水
ポ
ン
プ
２
台
、
送
水
ポ
ン
プ
１
台
増
設
）

給
水
開
始
50
年
の
あ
ゆ
み

　

毛
呂
山
町
の
水
道
事
業
は
昭
和
38
年
に
創
設
さ
れ
、
昭
和
40
年
に
給
水
を
開
始
し
ま
し
た
。
以
来
、

毎
日
の
暮
ら
し
や
産
業
に
欠
か
せ
な
い
水
道
水
を
送
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

本
町
は
、
自
己
水
源
を
毛
呂
川
・
大
谷
木
川
・
浅
井
戸
に
求
め
、
ま
た
、
埼
玉
県
水
道
用
水
供
給
事

業
に
よ
り
県
水
を
受
水
す
る
な
ど
し
て
、
安
定
し
た
水
道
水
の
供
給
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
よ
り
安
全
で
良
質
な
水
づ
く
り
の
た
め
、
苦
林
浄
水
場
に
紫
外
線
処
理
施
設
を
導
入
し
、

平
成
23
年
４
月
か
ら
供
給
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

問　

役
場
水
道
課　

ｔ
２
９
５
―
２
１
１
２
内
線
１
６
０

給水状況　（H27.3.31 現在）
給 水 人 口 35,034人
給 水 戸 数 15,681戸
普 及 率 99.7％
計 画 給 水 人 口 39,200人
計画一日最大給水量 17,200㎥
一 日 最 大 配 水 量 14,178㎥
一 日 平 均 配 水 量 12,453㎥

配水施設概要
名　　称 貯水量

低 区 配 水 池 2,300㎥
高 区 配 水 池 3,000㎥
西 戸 配 水 池 2,500㎥
目 白 台 配 水 池 2,000㎥
本 郷 配 水 池 3,000㎥
大谷木浄水場配水池 100㎥
県 水 受 水 池 4,800㎥

浄水施設概要
浄水場名称 所在地 水　　源 処理方法 処理能力

(㎥ /日 )
苦 林 浄 水 場 苦 林 地　 下　 水（浅井戸） 紫外線処理 7,188
金 塚 浄 水 場 毛呂本郷 毛　 呂　 川（伏流水） 緩 速 ろ 過 2,882
大 谷 木 浄 水 場 大 谷 木 大谷木川上流（伏流水） 緩 速 ろ 過 100

　
　
　

ご 

あ 

い 

さ 

つ

　

本
町
の
水
道
事
業
は
、
昭
和
40
年
４
月
に
給
水
を
開
始
し
て
以
来
、
本
年
で
50
年

と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
急
激
な
人
口
増
加
や
増
大
す
る
水
需
要
に
応
え
る
た
め
、
給
水
区
域
の

拡
大
、
施
設
の
拡
張
な
ど
を
重
ね
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
で
は
、
水
道
事
業
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
、
人
口
減
少

や
節
水
機
器
の
普
及
な
ど
に
よ
る
水
道
料
金
収
入
の
減
少
、
水
道
施
設
の
老
朽
化
に

伴
う
更
新
需
要
の
増
大
な
ど
、
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
23
年
３

月
に
は
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
水
道
施
設

の
機
能
確
保
が
よ
り
強
く
求
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
健
全
経
営
の

も
と
、
こ
の
50
年
間
で
築
か
れ
て
き
た
水
道
施
設
を
維
持
管
理
し
つ
つ
、
良
質
な
水

の
安
定
供
給
を
継
続
し
、
次
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
将
来
に
わ
た
り
安
全
で
信
頼
さ
れ
る
水
道
事
業
の
推
進

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

毛
呂
山
町
長
　
井
　
上
　
健
　
次

0
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6‚000‚000
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5‚000
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30‚000
35‚000
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年度末給水人口の推移（人）

年間給水量の推移（㎥）
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〈金塚浄水場（現在）〉
計画取水量　2,882㎥／日
取水ポンプ台数　常用2台（予備2台）
浄水池　2池（ＲＣ構造）
貯水量　147㎥
ろ過池　4池（処理水量 882㎥／池）

〈苦林浄水場〉
計画取水量　7,188㎥／日
取水ポンプ台数　常用5台（予備4台）
浄水池　2池（ＲＣ構造）
貯水量　2,400㎥
取水井　4井（予備　1井）

〈苦林浄水場　紫外線処理施設〉
設置年度　平成22年度
紫外線照射量　10mj ／ cm2

処理水量　7,500㎥／日・基
装置基数　2基
緊急遮断弁(電動バタフライ弁)　2台
ストレーナー　バケット式ストレーナー

〈本郷配水場〉
設置年度　平成14年度
配水池　2池（ＳＵＳ構造）
寸法（1号）内法18.0ｍ×9.0ｍ高さ11.1ｍ
寸法（2号）内法12.0ｍ×12.0ｍ高さ11.1ｍ
有効水深（1号、2号）10.0ｍ
有効貯水量（1号）1,600㎥、（2号）1,400㎥
緊急遮断装置（地震対応型）設置

〈目白台配水場〉
設置年度　平成8年度
配水池　1池（ＳＵＳ構造）
寸　法　直径17.9ｍ　高さ8.6ｍ
有効水深　8.0ｍ
有効貯水量　2,000㎥
緊急遮断装置（地震対応型）設置

町内の主な水道施設

〈金塚浄水場（給水開始当時）〉

昭
和
44
年
11
月
19
日

荒
川
水
系
毛
呂
川
の
水
利
使
用
許
可
取
得　

２
８
８
２
㎥
／
日

昭
和
45
～
47
年
度

第
２
期
拡
張
事
業

給
水
区
域
／
毛
呂
山
町
全
域
（
権
現
堂
・
宿
谷
の
全
区
域
、
滝
ノ

入
・
阿
諏
訪
・
大
谷
木
の
各
一
部
区
域
を
除
く
）、
計
画
給
水
人

口
３
万
人
、
計
画
最
大
給
水
量
９
０
０
０
㎥
／
日
（
沈
殿
池
築
造

（
金
塚
浄
水
場
）、
苦
林
浄
水
場
創
設　

１
号
井
戸
、
滅
菌
室
、
浄

水
池
、
ポ
ン
プ
室
兼
管
理
室
築
造
、
取
水
ポ
ン
プ
３
台
、
配
水
ポ

ン
プ
６
台
設
置
）

昭
和
51
～
53
年
度

第
３
期
拡
張
事
業

給
水
区
域
／
毛
呂
山
町
全
域
（
権
現
堂
の
全
区
域
、
滝
ノ
入
・

阿
諏
訪
・
大
谷
木
の
各
一
部
区
域
を
除
く
）、
計
画
給
水
人
口

３
万
３
０
０
０
人
、
計
画
最
大
給
水
量
１
万
６
５
０
０
㎥
／
日
、

（
２
号
・
３
号
井
戸
、
管
理
棟
築
造　

低
区
・
高
区
配
水
池
築
造
、

テ
レ
メ
ー
タ
ー
計
装
設
備
、
遠
隔
操
作
盤
設
置
）

昭
和
55
年
６
月

鎌
北
簡
易
水
道
事
業
創
設

給
水
区
域
／
大
谷
木
、
権
現
堂
の
各
一
部
区
域
、
計
画
給
水
人
口

１
５
０
人　

計
画
最
大
給
水
量
１
０
０
㎥
／
日

昭
和
60
～
63
年
度

第
４
期
拡
張
事
業

給
水
区
域
／
毛
呂
山
町
全
域
（
権
現
堂
の
全
区
域
、
大
谷
木
の
一

部
区
域
を
除
く
）、
計
画
給
水
人
口
３
万
６
０
０
０
人
、
計
画
最

大
給
水
量
１
万
９
０
０
０
㎥
／
日
（
４
号
井
戸
、
西
戸
配
水
池
築

造
、
西
戸
送
水
ポ
ン
プ
３
台
設
置
、
滅
菌
室
改
造
（
塩
素
ガ
ス
か

ら
次
亜
塩
素
に
切
替
））

平
成
元
～
８
年
度

第
５
期
拡
張
事
業

給
水
区
域
／
毛
呂
山
町
全
域
（
権
現
堂
の
全
区
域
、
滝
ノ
入
・
阿

諏
訪
・
大
谷
木
お
よ
び
宿
谷
の
各
一
部
区
域
を
除
く
）、
計
画
給

水
人
口
４
万
３
２
０
０
人
、
計
画
最
大
給
水
量
２
万
３
０
０
０
㎥

／
日
（
県
水
受
水
場
築
造　

毛
呂
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
水
道
施
設
築

造
（
送
水
施
設
、
配
水
池
、
配
水
管
布
設
））

平
成
３
年
４
月

県
水
の
受
水
を
開
始
（
５
０
０
０
㎥
／
日
）

平
成
21
年
３
月

毛
呂
山
町
水
道
事
業
地
域
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

平
成
22
年
度

第
５
期
拡
張
事
業
（
１
次
変
更
）

給
水
区
域
／
毛
呂
山
町
全
域
（
権
現
堂
・
滝
ノ
入
・
阿
諏
訪
・

大
谷
木
お
よ
び
宿
谷
の
各
一
部
区
域
を
除
く
）、
計
画
給
水
人
口

３
万
９
２
０
０
人
、
計
画
給
水
量
１
万
７
２
０
０
㎥
／
日
（
給
水

区
域
の
拡
張
（
鎌
北
簡
易
水
道
事
業
を
統
合
）、
浄
水
方
法
の
変

更
（
紫
外
線
処
理
施
設
））

平
成
23
年
３
月

苦
林
浄
水
場
内
に
紫
外
線
処
理
施
設
が
完
成

平
成
27
年
３
月

毛
呂
山
町
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
見
直
し

平
成
27
年
４
月
１
日

給
水
開
始
50
周
年
（
毛
呂
山
町
合
併
60
周
年
）　
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町立 4小学校「田植え体験」

～カメラルポ～～カメラルポ～

夏の風を感じて、78kmへ挑戦 たな発見が続々と！

第22回奥武蔵ウルトラマラソン 崇
すうとくじ

徳寺跡遺跡見学会

6月7日、例年夏の暑い時期に行われてきた、「奥武蔵
ウルトラマラソン」が時期を変更して行われ、1,442人
の選手たちが、78㎞の過酷なコースに挑みました。

5月23日、中世の寺院跡として川角地内に残る「崇徳
寺跡」の見学会が行われました。近年の調査で検出
された溝跡や、出土した板碑の説明が行われました。

初 新

昨年から町立4小学校全校で行われるようになった「田植え体験」が、今年も5月下旬から6月下旬にかけて、町
内の農家の皆さんのご協力のもとに行われました。ほとんどの児童にとって、田んぼに入るのも、苗をさわるの
も初めて。水田に最初の一歩を踏み出したときは、「ぬるっとする」、「足が抜けない」といった歓声が沸き起こり
ました。しかし、田植えが始まると、指導をする農家の人の教えどおりに、集中して苗を植え付けました。

い

光山小学校６年生 泉野小学校５年生

毛呂山小学校５年生 川角小学校５年生

つも食べてるお米って、苦労して作られてるんだ！
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権
現
堂
地
区
に
、「
北
向
地
蔵
」
の
名
で

親
し
ま
れ
て
い
る
３
基
の
石せ

き
ぞ
う造

地じ
ぞ
う蔵

菩ぼ
さ
つ薩

立り
ゅ
う

像ぞ
う

が
あ
り
ま
す
。
鎌
北
湖
か
ら
天て

ん
ら
ん
ざ
ん

覧
山
（
飯

能
市
）
へ
抜
け
る
自
然
道
沿
い
に
あ
り
、
昔

か
ら
多
く
の
人
た
ち
が
訪
れ
る
場
所
で
す
。

　

北
向
地
蔵
尊
の
由
来
は
、
天て

ん
め
い明

６
年

（
１
７
８
６
）、
当
時
流
行
し
た
悪あ

く
え
き疫
か
ら
村

人
を
守
る
た
め
、
権
現
堂
村
の
有
志
40
人
が
、

野や
し
ゅ
う州
岩い

わ
ふ
ね舟
地
蔵
尊（
現
在
の
栃
木
県
栃
木
市
）

の
分
身
３
基
を
譲
り
受
け
、
岩
舟
地
蔵
尊
と

向
き
合
う
よ
う
に
北
向
き
に
安
置
し
た
こ
と

に
よ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
央
の
地
蔵
菩
薩
像
の
基
部
正
面

に
、
次
の
銘め

い

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
右
　
白
子
ヨ
リ
子
ノ
権
現
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
舟
地
蔵
尊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
念
仏
供
養
塔

　
左
　
横
手
ヨ
リ
大
山
道

　

子ね

のノ
権ご

ん
げ
ん現

は
天
龍
寺
（
飯
能
市
）、
大お

お
や
ま山

は
当
時
の
石せ

き
そ
ん尊
大
権
現
（
現
在
の
大
山

阿あ

ふ

り

夫
利
神
社
╱
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
）
を
示

し
て
お
り
、
山
間
の
尾
根
道
に
立
つ
北
向
地

蔵
が
そ
れ
ぞ
れ
の
参さ

ん
け
い詣

道
を
示
す
道ど

う
ひ
ょ
う標

を
兼

ね
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

権
現
堂
か
ら
は
現
在
も
大
山
を
望
む
こ
と

が
で
き
、
道
標
に
大
山
道
の
銘
が
刻
ま
れ
て

い
る
点
か
ら
は
、
当
時
の
人
が
毛
呂
山
か
ら

大
山
ま
で
を
そ
う
遠
く
に
感
じ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
北
向
地
蔵
尊
が
建
て

ら
れ
た
天
明
年
間
に
は
、
天
候
不
順
に
よ
る

凶き
ょ
う
さ
く作

や
天
災
が
起
こ
り
、
食
料
の
不
足
に
よ

る
飢き

き
ん饉

や
疫え

き
び
ょ
う病

が
各
地
に
蔓ま

ん
え
ん延

し
、
人
び
と

を
苦
し
め
ま
し
た
。　

　

北
向
地
蔵
尊
は
、
天
明
の
飢
饉
に
関
す
る

災
害
や
当
時
の
交
通
事
情
、
人
び
と
の
信
仰

の
一
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
重
要
な
資
料

で
す
。
村
人
を
飢
饉
と
疫
病
か
ら
救
う
た
め

に
建
立
さ
れ
地
蔵
尊
は
、
今
で
は
、
行
き
交

う
ハ
イ
カ
ー
た
ち
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

第２５４回
新規指定文化財

北
きたむき

向地
じぞう そ ん

蔵尊

北向地蔵尊

　

今
回
は
、
東
公
民
館
内
で
開
設
し
て
い

る
「
子
育
て
支
援
室
」
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。

　

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
、
先
生
と

遊
ぶ
の
を
楽
し
み
に
来
て
い
る
お
子
さ
ん

も
い
る
よ
う
で
す
。

　

昨
年
度
は
１
歳
児
の
利
用
が
多
く
、
低

年
齢
層
の
交
流
に
お
す
す
め
で
す
♪

「初めてでもとけこみやすく、行ってよかったと思いました」（0歳児ママ）
「とても居心地がよくて、子どもも伸び伸び遊べ、満足しています」（1歳児ママ）
「先生たちが親身になってくれて、産後気持ちが不安定なときに助かりました」（0・2歳児ママ）
「家庭的な雰囲気で、遊びに行くと、親子とも心が和みます」（2歳児ママ）

ばぶよち
ぴょん！
～子育て支援のページ～

Ｖoｌ．４

みんなの

声

日当たりのよい研修室での遊びの様子

図書室での遊びの様子

場 / 川角 298-1（東公民館内）　㊐ / 主に月、水、金曜日午前 10 時～正午、午
後 1 時～午後 3 時　対 / おおむね 0 ～ 3 歳　料 / 無料　問 /ｔ（294）1800
※詳しくは、毛呂山町ホームページ内子育て支援のページ

（　　　　　　　　　　　　または右ＱＲコード）をご覧ください。毛呂山町　子育て支援

パパやママ同士の交流
の場としても活用して
ください！
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埼玉県知事選挙

8月9日日
7:00 ～ 20:00
▶投票できる人

▶入場券および投票の仕方

▶代理投票と点字投票

▶不在者投票

▶選挙公報

▶ポスターの掲示

第1投票所（教育センター）
　毛呂本郷、滝ノ入、阿諏訪、埼玉医大、
　毛呂病院
第2投票所（中央公民館）
　平山、平山ニュータウン、大師二区、総庭団
　地、シャルマンコーポ毛呂山自治会
第3投票所（毛呂山中学校武道場）
　小田谷、ジョイム毛呂山、長瀬一区、大師一区
第4投票所（児童館）
　川角、市場、下川原、育心寮川角、光風寮
第5投票所（第一団地集会所）
　第一団地全区、第三団地、むさし野自治会、
　新南台自治会、双葉団地
第6投票所（前久保集落センター）
　前久保、沢田、岡本団地、第七団地、
　育心寮前久保　
第7投票所（第二団地集会所）
　第二団地全区、第五団地、西原団地
第8投票所（光山小学校体育館）
　旭台、旭台団地（北、南）、旭台（大）、
　学園台団地、日化団地、角木団地、悠久園
第9投票所（毛呂山町役場）
　長瀬二区、長瀬三区、第四団地、いわい団地、
　ゆずの木台
第10投票所 (大類館）
　玉林寺、苦林、大類、西大久保
第11投票所（毛呂山総合公園体育館）
　大谷木、葛貫、権現堂、宿谷
第12投票所（目白台コミュニティーセンター）
　箕和田、西戸、東原団地、目白台
第13投票所（毛呂山台自治会館）
　毛呂山台、日生団地、第六団地、第十三団地、
　第九団地、谷端団地

問　毛呂山町選挙管理委員会（役場総務課内）
　　ｔ（２９５）２１１２内線３１３・３１４

　選挙当日、仕事や旅行などで投票所に行けない人は、ぜ
ひ期日前投票制度をご利用ください。

　7月 24日（金）～8月 8日（土）
　8:30 ～ 20:00
　場　所／役場204会議室（庁舎2階）
　持ち物／入場券
　方�　法／期日前投票所に備え付けの「宣誓書（兼請求書）」
を記入してから、投票を行ってください。

　平成 7年 8月 10日までに生まれ、平成 27年 4月 22
日までに毛呂山町に住民登録をして、引き続き3か月以上
住民基本台帳に登録されている人。
※投票日までに県外へ転出した人は投票できません。

　投票日当日に、あらかじめ郵送された入場券を持参し、
投票所で提示してください。受付、名簿対照が済むと投票
用紙が交付されます。投票用紙に候補者1人の氏名を記載
して、投票箱に入れてください。

　身体の不自由な人や文字を書くことができない人は、投
票所の係員に申し出てください。係員が代わって記入しま
す。また、目の不自由な人は、点字投票ができますので、
投票所の係員に申し出てください。
　なお、投票の秘密は堅く守られますので、安心して投票
してください。

　「滞在地での不在者投票」と「郵便等による不在者投票」
がありますので、必ず早めに選挙管理委員会まで、ご連絡
をください。

　7月下旬ごろに新聞折込で配布する予定です。
※同時に役場、中央公民館、東公民館、図書館、ウィズも
ろやま、総合公園体育館、保健センターなどにも配架しま
すので、ご利用ください。
　なお、新聞を購読していない人などで郵送を希望する場
合は、毛呂山町選挙管理委員会まで申し出てください。

　町内95か所の公営ポスター掲示場に掲示されます。

▶期日前投票 ▶開票（即日開票）
　8月 9日（日）　21:00 ～
　場　所／役場201・202会議室（庁舎2階）
　参観人／30人まで
開票速報サービス
　速報内容／立候補者の得票数と開票率
　速報時間／8月 9日（日）22:00 ごろから
※毛呂山町ホームページ（ｈhttp://www.town/
moroyama.saitama.jp）でご覧ください。
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毛呂山町 職員採用試験 受付期間 
7月15日（水）～8月5日（水）

【 試験職種、受験資格、採用予定人数 】
職　種 受験資格 採用予定人数

一 般 事 務 昭和 62 年 4 月 2 日～平成 10 年 4 月 1 日に生まれた人 10 人程度

一 般 事 務

（身体障害者対象）

次の①～④すべてを満たす人
①昭和 50 年 4 月 2 日～平成 10 年 4 月 1 日に生まれた人
②身体障害者手帳の交付を受けている人
③自力での通勤および、介助者なしで所定時間の勤務ができる人
④活字印刷文による筆記試験に対応できる人

1 ～ 2 人程度

保 育 士
昭和 62 年 4 月 2 日以降に生まれ、保育士の資格を有する人または
平成 28 年 3 月末日までに資格取得見込の人

1 ～ 2 人程度

保 健 師
昭和 50 年 4 月 2 日以降に生まれ、保健師の資格を有する人または
平成 28 年 3 月末日までに資格取得見込の人

1 ～ 2 人程度

【 給与 】（平成 27 年 4 月 1 日現在）

初任給（月額）

※地域手当を含む。

大 卒 186,224 円

短大卒 165,521 円

高 卒 150,895 円

※このほか各種手当の支給、また一定の経歴がある場合には、初任給に所定の額が加算されます。
※給与は、条例、規則などに基づいて支給されます。採用時までに給与改定があった場合はそれによります。

教養試験の合格者を対象に、10 月下旬～11 月上旬に人物試験を行います。最終的な合否は、11 月下旬～12 月上旬に通知されます。

【 勤務時間、 休暇 】
勤務時間 原則 8：30 ～ 17：15（月～金曜日）

休　　暇
年次休暇（20日、4月1日採用の場合15日）
病気休暇、特別休暇

申込書および受験案内の配布 7月1 0 日（金）から

配布場所および問合せ先　役場 3 階 総務課 職員係

ｔ 049（295）2112 内線 316、　ｅ soumu@town.moroyama.lg.jp

※申込書の郵送を希望する人は、上記へメールまたは電話でご連絡ください。試験の概要は、

毛呂山町ホームページ（ 毛呂山町　採用情報　　）または右ＱＲコードでも公開しています。

※いずれの職種も学歴不問ですが、日本国籍を有しない人（保育士・保健師を除く）および地方公務員法第 16 条に規定する欠格条項に該当する
人は受験できません。また、人事異動により専門職種以外の部署に配属されることがあります。

教養・作文試験
 9/20（Sun）
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電子申請用ＱＲコード

毛呂山町役場（中央2－1）
ｔ049（295）2112
ｆ049（295）0771
ｈhttp://www.town.
moroyama.saitama.jp

㊐……日時　　　　　場……場所
定……定員　　　　　対……対象者
料……料金、費用　　ｆ……ファクス番号
申……申込み　　　　問……問合せ先
ｔ……電話番号　　
ｅ……電子メールアドレス
ｈ……ホームページアドレス

■図書館 ｔ (295)1015
■中央公民館 ｔ (294)1250
■東公民館 ｔ (295)2277
■歴史民俗資料館 ｔ (295)8282
■総合公園体育館 ｔ (294)7179
■保健センター ｔ (294)5511
■ウィズもろやま、社会福祉協議会
　ｔ (295)3111 ｆ (295)7258

公共施設電話案内

インフォメーション『
埼
玉
県
プ
レ
ミ
ア
ム
付

物
産
観
光
券
』
発
売
中
！

　

埼
玉
県
内
で
の
お
土
産
の
購
入

や
、
観
光
施
設
・
旅
館
・
ホ
テ
ル

な
ど
で
使
え
る
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

物
産
観
光
券
「
埼
玉
Ｏお

・
Ｍも

Ｏ
・

Ｔて

Ｅ
・
Ｎな

Ａ
・
Ｓし

Ｈ
Ｉ
物
産
観
光

券
」
が
発
売
中
で
す
。
県
内
観
光

や
、
お
土
産
の
購
入
を
お
得
に
す

る
チ
ャ
ン
ス
！

料　

１
セ
ッ
ト
（
５
０
０
０
円
分

相
当
）あ
た
り
４
０
０
０
円（
プ

レ
ミ
ア
ム
率
25
％
）

使
用
期
限　

平
成
28
年
１
月
末

販
売
場
所　

ロ
ー
ソ
ン
各
店
舗
内

Ｌロ

ッ

ピ

ー

Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
お
よ
び
埼
玉
県
物

産
観
光
館
そ
ぴ
あ
（
大
宮
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
２
階
）
な
ど

※
取
扱
店
な
ど
の
詳
細
は
、
左
記

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問　

(

一
社
）
埼
玉
県
物
産
観
光

協
会
ｔ
０
４
８
―
８
７
１
―

　

６
９
８
４
、
ｈhttp://w

w
w

.

saitam
a -o

m
o

te
n

a
sh

i.jp

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す

　

毛
呂
山
町
国
民
健
康
保
険
で
は

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
検
査

費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す
。
疾し

っ
ぺ
い病

を
早
期
発
見
・
予
防
す
る
た
め
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

INFORMATION

対　

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
て
、
国
保
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
40
歳
以
上
の
人
、
②
町

内
在
住
の
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
被
保
険
者

受
検
方
法　

①
指
定
医
療
機
関
へ

受
検
を
予
約
、
②
印
鑑
と
保
険

証
を
持
参
し
て
、
役
場
で
「
受

診
券
」
を
申
請
、③
「
受
診
券
」

と
保
険
証
を
持
参
し
て
受
検

助
成
金
額　

検
査
費
用
の
２
分
の

１
（
上
限
３
万
円
）

※
原
則
、
オ
プ
シ
ョ
ン
は
助
成
の

対
象
外
で
す
が
、
頭
部
Ｃ
Ｔ
検
査

の
み
助
成
さ
れ
ま
す
。

※
岡
村
記
念
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
人

間
ド
ッ
ク
の
検
査
項
目
に
、
頭
部

Ｃ
Ｔ
検
査
を
含
み
ま
す
。

申
・
問　

国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
／
役
場
住
民
課
国
保
年
金
係

ｔ
１
２
７
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
被
保
険
者
／
役
場
高
齢
者

支
援
課
医
療
保
険
料
係
ｔ
内
線

１
５
８ 休日納税相談窓口

場・問　税務課納税係ｔ内線193・194

休日納入窓口
場・問　高齢者支援課医療保険料係ｔ内線158

毎月1回、日曜日に
納税相談・納入窓口を開設しています

税金

介護保険料・後期高齢者医療保険料

7月26日（日）午前9時～午後3時
内容　納税または保険料の納入、相談、口座
振替の申込み （通帳と銀行届出印が必要）

埼玉医科大学病院
健康管理センター

1 日外来 39,960 円
頭部 CT オプション 48,600 円
1 泊 2 日 79,920 円
頭部 CT オプション 88,560 円

坂戸中央病院
人間ドック 48,600 円
脳ドック 27,000 円
併診ドック 72,360 円

岡村記念クリニック
人間ドック 43,200 円
脳ドック 16,200 円

【指定医療機関および検査費用】



毛呂山町役場　ｔ 049（295）2112・ｆ 049（295）0771
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毛
呂
山
町
体
育
賞
推
薦

　

平
成
27
年
度
毛
呂
山
町
体
育
賞

の
推
薦
者
を
９
月
７
日
月
ま
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
対
象
は
、
平

成
26
年
９
月
１
日
か
ら
平
成
27
年

８
月
31
日
ま
で
の
実
績
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　

毛
呂
山
町
体
育
協
会
事
務
局

ｔ
２
９
８
―
５
５
２
５

保
険
料
の
上
乗
せ
で

　
　

年
金
を
増
や
せ
ま
す 

　

毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
に
、

４
０
０
円
の
『
付
加
保
険
料
』
を

上
乗
せ
し
て
支
払
う
と
、
将
来
受

け
取
る
年
金
額
に
月
額
２
０
０
円

の
『
付
加
年
金
額
』
が
付
加
さ
れ

ま
す
。

　

２
年
間
年
金
を
受
け
取
る
と
、

付
加
保
険
料
と
付
加
年
金
額
が
同

額
に
な
り
ま
す
。

対　

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
、
②
任
意
加
入
被
保
険
者

※
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
を
受
け

て
い
る
人
や
国
民
年
金
基
金
に
加

入
し
て
い
る
人
は
、
申
し
込
み
で

き
ま
せ
ん
。

申
込
み
に
必
要
な
も
の　

年
金
手

帳
、
印
鑑

申
・
問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金

係
ｔ
内
線
１
２
７

医
療
費
の
限
度
額
認
定

　

入
院
や
高
額
な
外
来
診
療
を
受

け
る
人
は
、
事
前
に
申
請
し
、
認

定
を
受
け
る
こ
と
で
、
１
か
月
あ

た
り
の
窓
口
負
担
が
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

自
己
負
担
限
度
額
は
、
８
月
１
日

を
基
準
日
と
し
て
、
そ
の
年
度
の

住
民
税
で
判
定
し
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
】

対　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
て
、「
70
歳
未
満
」、「
70
歳

以
上
で
非
課
税
世
帯
」
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

申
込
み
に
必
要
な
も
の　

国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証

※
例
年
、
７
月
に
過
去
１
年
以
内

に
申
請
し
た
人
へ
更
新
の
お
知
ら

せ
を
送
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
か
ら
廃
止
し
ま
し
た
。
有
効
期

限
を
確
認
し
て
更
新
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金

係
ｔ
内
線
１
２
７

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者
】

対　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
し
て
い
る
非
課
税
世
帯
の
人

申
込
み
に
必
要
な
も
の　

後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証

※
有
効
期
限
が
平
成
27
年
７
月
末

ま
で
の
『
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
』
を
持
ち
、
８

月
以
降
も
対
象
と
な
る
人
は
、
申

請
は
不
要
で
す
。
新
し
い
認
定
証

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
に
同
封
し
て
郵
送
し
ま
す
。

申
・
問　

役
場
高
齢
者
支
援
課
医

療
保
険
料
係
ｔ
内
線
１
５
８

歴史民俗資料館 臨時休館
館内空調工事のため、臨時休館します。
休館中は、資料の見学や学習室、図書室の利用は
できませんが、文化財に関することや社会科自由
研究についてのお問い合わせは、通常どおり窓口
で行います。
休館期間　▶ ７月１日（水）～８月31日（月）
歴史民俗資料館　ｔ（295）8282　ｆ（295）8297

　花蓮広場の開園期間中に、フリーマーケット、

軽トラ市、キッチンカーが楽しめるイベントを

開催します。

日時　7 月 18 日（土）午前 9 時～午後 3 時

場所　総合公園（芝生広場など）

①フリーマーケット
　リサイクル、手作り品限定

②軽トラ市
　新鮮野菜の販売など

区画総数　100 区画
区画間口　2.5 × 2.5 メートル
※ 1 人あたり 2 区画まで申し込めます。
※自家用車などを利用した出店形式も可。
出店受付　7 月 10 日（金）まで
※詳しくは、窓口または町ホームページで配
布している「花蓮げんき市場開催要項」をご
確認ください。

問　役場産業振興課商工観光係ｔ内線 173

花蓮げんき市場

花蓮広場
行田蓮ほか、24 種類の蓮
が楽しめるスポットです。
時間　6：00 ～ 12：00
場所　総合公園プール跡地

出店募集
出店

無料
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民
参
加
」
な
ど
に
つ
い
て
の
所

感
（
原
稿
用
紙
２
枚
／
８
０
０

字
以
内
）

※
提
出
し
た
作
文
は
町
に
帰
属
す

る
こ
と
と
し
、
返
還
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
申
請
書
は
、
役
場
１
階
ま

ち
づ
く
り
整
備
課
お
よ
び
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

申
・
問　

役
場
ま
ち
づ
く
り
整
備

課
都
市
計
画
係
ｔ
内
線
１
４
３

県
職
員
採
用
試
験
・
選
考

（
経
験
者
・
身
体
障
害
者
）

①
【
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者
】

対　

昭
和
31
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
民
間
企
業
等
に
お
け
る

職
務
経
験
が
①
～
③
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人　

①
大
学
卒

業
後
５
年
以
上
、②
短
期
大
学
・

専
修
学
校
卒
業
後
７
年
以
上
、

③
９
年
以
上

募
集
職
種
・
人
数　

一
般
行
政
５

人
、
設
備
３
人
、
総
合
土
木
５

人
、
建
築
２
人

②
【
海
外
活
動
等
経
験
者
】

対　

昭
和
60
年
４
月
２
日
～
平
成

６
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
、
海

外
留
学
経
験
や
国
際
貢
献
活
動

の
経
験
が
あ
る
人

募
集
職
種
・
人
数　

一
般
行
政
２
人

【
①
・
②
共
通
事
項
】

１
次
試
験
日　

９
月
27
日
日

※
受
験
案
内
は
、
埼
玉
県
人
事
委

員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、

冊
子
配
布
は
行
い
ま
せ
ん
。

申　

８
月
19
日
水
～
31
日
月
に
原

則
電
子
申
請
に
て
受
付

③
【
身
体
障
害
者
】

対　

県
内
在
住
で
昭
和
60
年
４
月

２
日
～
平
成
10
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
、身
体
障
害
者
手
帳（
１

～
６
級
）
を
有
す
る
人

職
種
・
募
集
人
数　

一
般
事
務
９
人

１
次
選
考
日　

10
月
18
日
日

※
受
験
案
内
は
、
埼
玉
県
人
事
委

員
会
事
務
局
、
各
地
域
振
興
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
埼
玉
県
人
事
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
郵
送
に

て
配
布
し
て
い
ま
す
。

問　

埼
玉
県
人
事
委
員
会
事
務
局

任
用
審
査
課
ｔ
０
４
８
―
８

２
２
―
８
１
８
１
、
ｈhttp://

w
w

w
. p

re
f.s

a
ita

m
a

.lg
.jp

/

f1903/saiyo
u/ind

e
x.htm

l

西
入
間
広
域
消
防
組
合

　
　
　
　

消
防
職
員
募
集

職
種　

消
防
職
員

採
用
予
定
人
数　

若
干
名

試
験
期
日　

９
月
20
日
日

応
募
資
格　

平
成
2
年
4
月
2
日

～
平
成
10
年
4
月
1
日
ま
で
に 

生
ま
れ
、
大
学
、
短
期
大
学
、
高

等
学
校
（
同
等
の
学
歴
を
含
む
）

を
卒
業
ま
た
は
平
成
28
年
3
月

31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
の
人

申　

８
月
３
日
月
～
８
月
７
日
金

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

に
、
西
入
間
広
域
消
防
組
合
総

務
課
で
配
布
す
る
申
込
書
に
記

入
し
、
申
込
み

問　

西
入
間
広
域
消
防
組
合
総
務

課
総
務
係
ｔ
２
９
５
―
０
１
４

７
（
直
通
）   

『
食
生
活
改
善
推
進
員
』

　
　
　

新
メ
ン
バ
ー
募
集

　

食
生
活
改
善
推
進
員
は
、『
食
』

を
通
し
て
健
康
を
つ
く
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
食
育
に
興
味
が
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

活
動
内
容　

料
理
教
室
、
高
齢
者

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
調
理
な
ど

申
・
問　

保
健
セ
ン
タ
ー
ｔ
２
９

４
―
５
５
１
１

『
毛
呂
山
町
都
市
計
画
審
議

会
委
員
』
を
募
集
し
ま
す

　
「
都
市
計
画
審
議
会
」
は
、
町

長
の
諮し

も
ん問

に
応
じ
て
都
市
計
画
に

関
す
る
調
査
審
議
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
意
見
を
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
活
か
し
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

内
容　

年
に
数
回
開
催
さ
れ
る
都

市
計
画
審
議
会
で
の
意
見
発
表

任
期　

平
成
27
年
10
月
１
日
～
平

成
29
年
９
月
30
日
（
２
年
間
）

対　

町
内
に
引
き
続
き
３
年
以
上

住
所
を
有
し
、
都
市
計
画
に
関

心
が
あ
る
20
歳
以
上
の
人

※
町
議
会
議
員
、
町
の
行
政
委
員

会
委
員
お
よ
び
町
職
員
を
除
く
。

募
集
人
数　

１
～
２
人

応
募
方
法　

７
月
21
日
火
（
当
日

消
印
有
効
）
ま
で
に
、
応
募
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

作
文
を
添
え
て
役
場
１
階
ま
ち

づ
く
り
整
備
課
都
市
計
画
係

（
〒
３
５
０
―
０
４
９
３
中
央

２
―
１
）
に
郵
送
ま
た
は
持
参

に
て
申
込
み

▽
作
文
の
テ
ー
マ　

都
市
計
画
に

関
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
」「
住

サマージャンボ宝くじ
（市町村振興宝くじ）

この宝くじの収益金は、市町
村の住みよいまちづくりに使
われます。ぜひ県内の宝くじ
売り場で購入してください。 

発売期間：7月　8日（水）
～ 31日（金）
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「
全
国
一
斉

　
　

養
育
費
電
話
相
談
会
」

　

司
法
書
士
に
よ
る
、
養
育
費
に

関
す
る
電
話
相
談
会
で
す
。

㊐　

８
月
２
日
日
午
前
10
時
～
午

後
４
時

専
用
電
話
番
号　

ｔ
０
１
２
０
―

５
６
７
―
３
０
１
（
当
日
の
み

通
話
可
能
）

問　

埼
玉
青
年
司
法
書
士
協
議
会

ｔ
０
４
８
―
９
６
９
―
５
５
１

１「
川
越
の
弁
護
士
に
よ
る

　
　
　

無
料
法
律
相
談
会
」

㊐　

８
月
５
日
水
午
後
３
時
30
分

～
６
時
30
分
、
22
日
土
午
前
10

時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

場　

丸
広
百
貨
店
飯
能
店
７
階
飯

能
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容　

遺
言
、
相
続
、
交
通

事
故
、
離
婚
、
借
金

※
申
込
み
不
要
。
先
着
順
。

問　

雀
の
森
法
律
事
務
所
ｔ
２
９

３
―
２
１
３
４

「
遺
言
・
相
続
無
料
相
談
会
」

　

遺
言
、
相
続
の
相
談
に
、
司
法 

書
士
や
税
理
士
が
お
応
え
し
ま
す
。

㊐　

８
月
８
日
土
午
前
10
時
～
午

後
４
時

場　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
８
階

相
談
内
容　

遺
言
・
相
続
の
手
続

き
、
ト
ラ
ブ
ル
、
相
続
税
な
ど

申
・
問　

７
月
31
日
金
午
後
４
時

ま
で
に
、
関
東
信
越
税
理
士
会

埼
玉
県
支
部
連
合
会
事
務
局
ｔ

０
４
８
―
６
６
５
―
３
１
１
１

へ
申
込
み
（
先
着
順
、
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
。）

「
司
法
書
士
法
律
相
談
会
」

㊐　

原
則
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時

30
分
～
４
時
30
分

※
祝
祭
日
、
年
末
年
始
な
ど
は
受

付
お
よ
び
相
談
を
行
い
ま
せ
ん
。

場　

ウ
ェ
ス
タ
川
越

相
談
内
容　

相
続
、
遺
言
、
債
務

整
理
、
登
記
、
成
年
後
見
、
不

動
産
の
名
義
変
更
な
ど
（
１
組

１
時
間
）

料　

無
料

申　

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
ｔ
０
４

８
―
８
３
８
―
７
４
７
２
へ
電

話
に
て
申
込
み

主
催
・
問　

埼
玉
司
法
書
士
会
ｔ

０
４
８
―
８
６
３
―
７
８
６
１

　「最近、物忘れが多くなったかも…」

　「認知症の家族の介護で、不安なことがある」

　…そんなとき、オレンジカフェに寄ってみません

か。認知症の人、ご家族、認知

症に関心のある人が交流できる

場所です。皆さんが “ ほっ ” と

できる場をつくります。

日　時　7月16日（木）午前10時～正午
※ 8 月以降も、毎月第 3 木曜日に開催予定です。

場　所　喫茶ゆず（中央公民館内）

料　金　お茶代として 200 円程度

※メニューによって異なります。

問合せ　毛呂山町地域包括支援センター（役場高齢

者支援課内）ｔ（295）2112 内線 115

　もの忘れや、認知症のことで悩んでいませんか？

　この相談会では、認知症疾患医療センターの精神

保健福祉士や地域包括支援センターの職員が、個室

で相談に応じます。相談内容は、秘密を厳守いたし

ますので、安心してご相談ください。

日　時　7月16日（木）午前10時～正午
※ 8 月以降も、毎月第 3 木曜日に開催予定です。

場　所　中央公民館

対　象　町内在住で、もの忘れや認知症について不

安がある人（治療中の人は除く）、家族

料　金　無料（予約制です）

申込み・問合せ　7 月 15 日（水）までに、毛呂山町

地域包括支援センター（役場高齢者支援課内）ｔ

（295）2112 内線 115 にお申し込みください。

オレンジカフェ もの忘れ相談会

認知症、ひとりで悩まないで
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「
図
書
館
活
用
講
座
」

　

身
近
な
話
題
を
、
法
情
報
で
も

っ
と
詳
し
く
！

　

暮
ら
し
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
な
ど

に
役
立
つ
法
律
や
、
法
情
報
を
調

べ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
使
い
方
を

や
さ
し
く
解
説
し
ま
す
。

㊐　

７
月
26
日
日
午
前
10
時
～
正
午

場　

図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

講
師　

松
野
民
雄
さ
ん
（
城
西
大

学
現
代
政
策
学
部
教
授
）、
山

内
享み

ち
ろ
う郎
さ
ん
（
第
一
法
規
㈱
）

定　

先
着
30
人

申
・
問　

７
月
７
日
火
午
前
９
時

30
分
か
ら
図
書
館
ｔ
２
９
５
―

１
０
１
５
で
受
付
（
電
話
可
）

一
市
三
町
合
同
企
画
展

　

関
連
事
業
文
化
財
講
座

　

古
墳
時
代
の
終
わ
り
か
ら
奈
良

時
代
に
か
け
て
の
越お

っ
ぺ
が
わ

辺
川
流
域
の

様
子
を
、
専
門
家
が
わ
か
り
や
す

く
紹
介
し
ま
す
。

㊐　

８
月
１
日
土
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

場　

坂
戸
市
文
化
会
館
ふ
れ
あ

定　

40
人

申
・
問　

７
月
７
日
火
か
ら
坂
戸

市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
８
４

―
１
０
５
２
で
電
話
に
て
受
付

古
典
文
学
講
座

　
「
二
人
の
太
郎
」

　

浦
島
太
郎
と
桃
太
郎
に
つ
い

て
、
民
俗
学
の
立
場
か
ら
解
説
す

る
講
座
で
す
。
昔
話
で
有
名
な
二

人
の
太
郎
に
つ
い
て
、
少
し
深
く

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

㊐　

８
月
13
日
木
、
20
日
木
、
25
日 

火
午
後
２
時
～
４
時（
全
３
回
）

場　

図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

講
師　

斉
藤
修
平
さ
ん

対　

町
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
人

定　

先
着
30
人

申
・
問　

７
月
24
日
金
午
前
９
時

30
分
か
ら
図
書
館
ｔ
２
９
５
―

１
０
１
５
で
受
付
（
電
話
可
）

「
大
人
の
映
画
会
」

㊐　

７
月
11
日
土
午
前
10
時
～
正
午

場　

図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

定　

先
着
50
人
（
申
込
み
不
要
）

内
容　

綾
小
路
き
み
ま
ろ「
爆
笑
！

　

エ
キ
サ
イ
ト
ラ
イ
ブ
ビ
デ
オ
第

５
集
～
人
生
な
い
も
の
ね
だ
り

～
」

問　

図
書
館
ｔ
２
９
５
―
１
０
１
５

　

町
で
は
、
年
に
４
回
、
町
内
12

か
所
で
河
川
の
水
質
検
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

Ｂ
Ｏ
Ｄ
、
大
腸
菌
な
ど
の
９
項

目
を
測
定
し
、
環
境
基
準
値
と
比

べ
て
水
の
状
態
が
き
れ
い
か
ど
う

か
を
判
断
し
ま
す
。

※
Ｂ
Ｏ
Ｄ
と
は
、
微
生
物
が
汚
れ

を
浄
化
す
る
と
き
に
必
要
と
す
る

酸
素
の
量
で
、
数
値
が
少
な
い
ほ

ど
「
き
れ
い
な
水
」
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
検
査
で
は
、
10

地
点
で
「
き
れ
い
な
水
」
の
基
準

値
を
測
定
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
前
回
よ
り
数
値
が
上

が
っ
て
し
ま
っ
た
地
点
も
あ
り
ま

す
。
採
水
時
、
河
川
水
量
が
減
少

し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
原
因
と
し

て
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

町
は
、
引
き
続
き
水
質
の
監
視

を
強
化
し
、
浄
化
槽
へ
の
転
換
な

ど
の
改
善
へ
向
け
た
啓
発
指
導
を

実
施
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
　
河
川
水
質
検
査
結
果

平成 25・26年度河川水質検査結果（ＢＯＤ）（mg/1ℓ）

検査地点 H25 年度 H26 年度
①上宿橋下流　 1.5 1.5
②房田橋下流 0.8 1.4
③大木田橋上流 1.1 1.5
④上川原橋上流 1.2 1.6
⑤越辺川橋下流 1.1 1.4
⑥堂山下橋上流 1.7 1.6
⑦葛川 2 号橋下流 4.4 5.2
⑧葛川 10 号橋上流 2.5 3.2
⑨宮前都市下水路流末 2.4 1.9
⑩大谷木川流末 1.7 1.5
⑪御園橋上流 1.6 1.7
⑫宿谷川起点上流 0.8 0.8

ＢＯＤに見る
川の汚れ具合

1ℓあたり、

○きれい

　2.0mg 以下

●ややきれい

　2.1 ～ 5.0mg

●やや汚い

　5.1mg 以上

①
②

③

毛呂川

阿諏訪川
葛川

鎌北湖
大谷木川

宿谷川

⑪

⑫

⑦

⑧
⑩⑨

⑤
⑥

④

越辺川

あ　す　わ

箕和田湖
みの わ　だ

下水道整備済区域
農業集落排水整備済区域

水質検査地点
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「
夜
の
妖
怪
図
書
館
ツ
ア
ー
」

　

図
書
館
が
閉
ま
っ
た
あ
と
の
、

き
も
だ
め
し
お
は
な
し
会
で
す
。

㊐　

８
月
７
日
金
午
後
７
時
～
８

時
内
容　

ひ
み
つ

対　

ど
な
た
で
も

定　

先
着
70
人

持
ち
物　

図
書
館
の
利
用
券

申
・
問　

７
月
24
日
金
午
前
９
時

30
分
か
ら
図
書
館
ｔ
２
９
５
―

１
０
１
５
で
受
付
（
電
話
可
）

「
人
形
劇
団
オ
ッ
ペ

　
　
　

第
58
回
定
期
公
演
」

　

家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る
人
形

劇
で
す
。

㊐　

８
月
９
日
日
①
午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分
、
②
午
後
２
時

～
３
時

場　

図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

内
容　
「
ふ
し
ぎ
な
で
ま
え
」、「
お

ふ
ろ
だ
い
す
き
」
な
ど

定　

各
回
先
着
80
人

問　

図
書
館
ｔ
２
９
５
―
１
０
１
５

「
第
21
回
夕
す
ず
み
会
」

　

あ
い
あ
い
滝
ノ
入
作
業
所
、
あ

い
あ
い
作
業
所
が
、
合
同
で
夕
す

ず
み
会
を
開
催
し
ま
す
。

㊐　

８
月
８
日
土
午
後
４
時
～
６

時
30
分

※
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止
。

場　

あ
い
あ
い
滝
ノ
入
作
業
所

（
滝
ノ
入
１
５
９
）

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

車
で
お
越
し
の
人
は
、
乗
り
合
わ

せ
な
ど
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

内
容　

作
業
所
の
利
用
者
に
よ
る

楽
器
演
奏
や
歌
、
模
擬
店
な
ど

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！
】

　

模
擬
店
を
お
手
伝
い
い
た
だ
け

る
人
や
興
味
の
あ
る
人
は
、
左
記

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

あ
い
あ
い
滝
ノ
入
作
業
所
ｔ

２
９
５
―
１
２
５
６

越
生
ま
つ
り　

  (

越
生
町)

日
に
ち　

７
月
25
日
土
、
26
日
日

内
容
・
時
間　

両
日
／
山だ

し車
の
曳

き
回
し
午
後
５
時
～
９
時
、
26

日
日
の
み
／
花
火
午
後
７
時
50

分
～
８
時
15
分
、
和
太
鼓
・
よ

さ
こ
い
な
ど
午
後
１
時
～
５
時

場　

越
生
駅
～
越
生
町
役
場
周
辺

※
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問　

越
生
ま
つ
り
実
行
委
員
事
務

局
（
越
生
町
役
場
内
）
ｔ
２
９

　

２
―
３
１
２
１

広報もろやま有料広告
下半期まだ空いています！
毎月約 13,300 部を町民の皆さんにお届けしています
掲載希望号の発行 1 か月前までにご連絡ください

料　1 枠あたり 10,000 円または 20,000 円
問・申　役場秘書広報課広報広聴係ｔ（295）2112 内線 332

1 人ひとりが、それぞれの立場から力を合わせ、

犯罪や非行のない明るい社会を築くための運動

です。次代を担う青少年を非行から守り、また

非行からの立ち直りを助けるため、皆さんの理

解と協力をお願いします。

主唱　法務省

7 月は『社会を明るくする運動』強調月間

毛呂本郷夏祭り

日　時　7 月 18 日（土）、19 日（日）

　　　　午後 5 時 30 分から

場　所　毛呂本郷集会所～ＪＲ毛呂駅周辺

※お祭りで登場する 2 台の山車は、だれでも曳
ひ

け

ます！ 　土・日曜日で山車のコースが変わるので、

ぜひ 2 日間とも曳きに来てください。

問合せ　歴史民俗資料館ｔ（295）8282

　毛呂本郷夏祭りでは、山車の上で、町の無形民俗

文化財「毛呂本郷囃子」が演奏されます。

　このお囃子を練習し、山車の上でいっしょに太鼓

を叩
たた

く人を募集しています。年齢や経験は問いませ

ん。毛呂本郷地区以外にお住まいの人も、ぜひご参

加ください。

対　　象　下記の練習に参加できる人

練習日時　7 月 4 日（土）以降の、毎週月・火・木・金・

土曜日（週 5 日）午後 6 時～ 8 時

練習場所　毛呂本郷集会所

問 合 せ　毛呂本郷若連ｔ（294）0668 伊藤

毛呂本郷囃
ば や し

子を練習して

山
だ し

車に乗ろう！

広告の広告
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小
・
中
学
生
向
け

小
・
中
学
生
向
け

や
っ
て
み
よ
う
！　
「
図
書

館
を
使
っ
た
調
べ
る
学
習
」

　

夏
休
み
に
向
け
て
、「
調
べ
る

学
べ
る
学
習
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
は
じ
め
て
の
人

に
向
け
た
講
座
で
す
。

㊐　

７
月
19
日
日
午
後
２
時
～
４
時

場　

図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

対　

町
内
在
住
、
在
学
の
小
・
中

学
生
（
父
兄
同
伴
可
）

講
師　

植
村
圭
子
さ
ん
（（
公
社
）

図
書
館
振
興
財
団
）、
尾
下
千

秋
さ
ん
（
絵
本
塾
出
版
）

定　

先
着
30
人

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
メ
モ
帳
ま

た
は
ノ
ー
ト

申
・
問　

７
月
７
日
火
午
前
９
時

30
分
か
ら
図
書
館
ｔ
２
９
５
―

１
０
１
５
で
受
付
（
電
話
可
）

中
央
公
民
館
主
催

「
夏
休
み
子
ど
も
体
験
教
室
」

①
【
ク
ル
マ
が
で
き
る
ま
で
を
見

る
学
ぶ
】

　

本
田
技
研
工
業
㈱
埼
玉
製
作
所

寄
居
工
場
で
、
ク
ル
マ
の
組
立
ラ

イ
ン
や
溶
接
な
ど
の
工
場
を
見
学

し
ま
す
。

㊐　

７
月
31
日
金
正
午
～
午
後
５
時

料　

無
料

②
【
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
を
見

る
学
ぶ
】

　

埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
２
０
０
２
の

ピ
ッ
チ
や
選
手
ル
ー
ム
な
ど
の
見

学
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
す
。

㊐　

８
月
４
日
火
午
前
11
時
30
分

～
午
後
５
時

料　

１
０
０
円

※
受
付
時
に
集
金
し
ま
す
。

【
①
・
②
共
通
事
項
】

集
合
・
解
散　

中
央
公
民
館

対　

１
人
で
も
行
動
で
き
る
町
内

在
住
の
小
学
生

定　

先
着
各
30
人

持
ち
物　

水
筒
、
帽
子

そ
の
他　

申
込
み
は
①
、
②
ど
ち

ら
か
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
移

動
は
バ
ス
で
行
い
ま
す
。

申
・
問　

７
月
13
日
月
午
前
９
時

か
ら
中
央
公
民
館
ｔ
２
９
４
―

１
２
５
０
へ
直
接
申
込
み
（
電

話
、
フ
ァ
ク
ス
不
可
）

「
夏
休
み
子
ど
も
環
境
教
室
」

　

自
分
た
ち

で
竹
を
切
っ

て
、
流
し
そ

う
め
ん
の
箸

や
器
を
作
り
ま
す
。環
境
問
題
や
、

竹
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
学
び
ま

し
ょ
う
。

㊐　

８
月
１
日
土
午
前
９
時
～
午

後
３
時

場　

駿
河
台
大
学
（
飯
能
市
）

集
合
・
出
発　

役
場
前
駐
車
場

対　

町
内
在
住
の
小
学
３
～
６
年
生

定　

先
着
10
人

料　

１
１
０
０
円
（
体
験
料
、
昼

食
代
お
よ
び
保
険
代
）

申
・
問　

７
月
24
日
金
ま
で
に
、

参
加
費
を
添
え
て
役
場
２
階
生

活
環
境
課
ｔ
内
線
２
１
１
へ
申

込
み
（
電
話
、フ
ァ
ク
ス
不
可
）

夏
休
み
工
作
教
室「
つ
く
ろ
う

か
ん
た
ん
や
じ
ろ
べ
え
」

　

切
っ
て
張
っ
て
色
を
つ
け
て
、

や
じ
ろ
べ
え
を
作
り
ま
す
。

㊐　

８
月
１
日
土
①
午
前
10
時
～

正
午
、
②
午
後
２
時
～
４
時

場　

図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

対　

小
学
生
（
父
兄
同
伴
可
）

講
師　

尾
下
千
秋
さ
ん
（
絵
本
塾

出
版
）

定　

各
回
定
員
30
人

料　

１
人
あ
た
り
３
５
０
円
（
材

料
費
、
保
険
代
）

申
・
問　

７
月
17
日
金
午
前
９
時

30
分
か
ら
図
書
館
ｔ
２
９
５
―

１
０
１
５
で
受
付
（
電
話
可
）

ゆずの里保育園の 病後児保育 をご利用ください
 ●病後児保育とは●

　病気や怪我をした後、病気などが治っ

ていても通常の保育を受けられない回復

期のお子さんを「病後児」といいます。

　ゆずの里保育園の病後児保育では、仕

事・疾
しっぺい

病・出産などの理由で、家庭での

保育ができない保護者の皆さんに代わ

り、専用の保育室で看護師が付き添いな

がらお子さんをお預かりします。

※今年度から、保育時間を 30 分延長、

給食の提供開始、認可保育園在園児に加

えて認定こども園・認可幼稚園在園児も

利用料を無料にするなど、保育内容を見

直しました。

日　時　平日午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分

場　所　町立ゆずの里保育園（平山 1―47―3）

対　象　町内在住の満 1 歳～小学 3 年生

料　金　1 日あたり 2,000 円

※認定こども園、認可幼稚園、認可保育園の在園児は無料。

定　員　1 日あたり 4 人まで（先着順）

その他　給食あり（おやつは持参）

※月に 1 日ほど、給食を提供でき

ない日があります。その日はお弁

当を持参してください。

申込み・問合せ　事前に役場子ど

も 課 保 育 係ｔ（295）2112 内 線

137 で利用登録してください
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内　容　日替わりで、『トークママ』グループと、『保

育ママ』グループに分かれます。毎日 30 分間の自

由あそびの後、トークママは別室で自分の時間を過

ごしながらママ同士でおしゃべり。保育ママは、保

育ボランティアの皆さんとお子さんたちの保育をし

ます。最後に保育ノートを記入し、トークママにお

子さんの様子を伝えます。

対　象　町内在住で、0 ～ 3 歳のお子さんを育ててい

るママ（なるべく 6 日とも出席できる人）

定　員　各 16 人

持ち物　親子それぞれの飲み物、お子さんのオムツな

ど必要なもの

申込み・問合せ　8 月 14 日（金）までに、子育て支援

センターｔ（294）4820 へ申込み（電話可）

「
キ
ッ
ズ
料
理
教
室
」

　

親
子
で
美
味
し
い
ご
飯
を
作
っ

て
、
調
理
の
楽
し
さ
、
食
べ
る
楽

し
み
を
感
じ
ま
し
ょ
う
！

㊐　

８
月
６
日
木
午
前
９
時
か
ら

お
昼
ご
ろ
ま
で

場　

保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
指
導
室

対　

小
学
生
と
保
護
者

定　

20
人

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん
２
枚
、
子
ど
も
用
上
履

き
（
大
人
は
ス
リ
ッ
パ
が
あ
り

ま
す
）、
筆
記
用
具
、
参
加
費

料　

１
人
あ
た
り
３
０
０
円

主
催　

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

申
・
問　

７
月
９
日
木
～
24
日
金

に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ｔ
２
９
４

―
５
５
１
１
へ
申
込
み
（
電
話

可
）

「
夏
休
み
お
菓
子
工
場
見
学
」

㊐　

８
月
６
日
木
午
前
９
時
～
午

後
４
時

場　

グ
リ
コ
ピ
ア
・
イ
ー
ス
ト
、

埼
玉
県
自
然
学
習
セ
ン
タ
ー

集
合
・
解
散　

児
童
館

対　

小
学
生
（
１
・
２
年
生
は
保

護
者
同
伴
。
兄
弟
で
参
加
の
場

合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

定　

先
着
30
人

料　

50
円
（
保
険
代
）

申
・
問　

７
月
14
日
火
～
28
日
火

に
、
保
護
者
が
児
童
館
ｔ
２
９

５
―
４
１
１
１
に
印
鑑
を
持
参

の
う
え
申
込
み

毛
呂
子
連
「
第
６
回
海
の
子

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
１
５
」

　

海
で
遊
ん
で
、
海
の
生
き
物
の

生
態
を
学
び
、
漁
師
さ
ん
た
ち
の

生
活
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
！

㊐　

８
月
17
日
月
～
19
日
水
（
２

泊
３
日
）

場　

静
岡
県
伊
東
市

対　

町
内
の
小
学
６
年
生

※
８
月
上
旬
に
行
わ
れ
る
説
明
会

に
必
ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容　

ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
、
漁
船

乗
船
体
験
、
海
鮮
Ｂ
Ｂ
Ｑ
、
水

中
生
物
の
生
態
観
察
、
ゴ
ミ
拾

い
活
動
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
会

定　

30
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

料　

１
人
あ
た
り
１
万
２
０
０
０
円

※
お
手
伝
い
の
中
学
生
（
先
着
５

人
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

７
月
10
日
金
ま
で
に
、

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

役
場
５
階
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
ｔ
内
線
５
２
１
に
申
込
み

（
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
不
可
）

※
申
込
書
は
町
立
小
学
校
、
ま
た

は
役
場
生
涯
学
習
課
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

夏
休
み
子
ど
も
体
験
教
室

「
吉
見
浄
水
場
見
学
」

　

県
の
浄
水
場
を
見
学
し
、
水
の

浄
化
実
験
な
ど
を
体
験
し
ま
す
。

㊐　

８
月
27
日
木
午
前
９
時
～
午

後
０
時
30
分

集
合
・
解
散　

東
公
民
館

対　

町
内
在
住
の
小
学
４
～
６
年
生

定　

先
着
20
人

持
ち
物　

水
筒
・
汗
拭
き
タ
オ
ル

申
・
問　

７
月
10
日
金
午
前
９
時

～
８
月
７
日
金
午
後
５
時
に
、

東
公
民
館
ｔ
２
９
５
―
２
２
７

７
へ
申
込
み
（
電
話
可
）

水揚げされた魚の観察

トーク＆保育では、ママが笑顔になれる “ 秘密の時間 ” を、作りま

す。同じ年頃のお子さんを育てるママたちとの秘密のおしゃべりを

とおして、悩みや疑問をスッキリさせましょう♬＆
トーク

保育
場　所 日にち（各・全 6 日）

東公民館
  9 月 10 日（木）、17 日（木）、24 日（木）、
10 月　1日（木）、　8 日（木）、15 日（木）

中央公民館
10 月 19 日（月）、26 日（月）、
11 月　2 日（月）、　9 日（月）、16 日（月）、24 日（火）子育てをもっと

楽しく！
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料
／
１
０
０
円
（
保
険
代
な
ど
。

当
日
集
金
）
主
催
／
毛
呂
山
町
体

育
協
会
陸
上
部　

募
集
期
間
／
７

月
31
日
金
ま
で　

問
／
体
育
協

会
陸
上
部
井
岡
（
ｅio

ka
-130@

lila
c
.p

la
la

.o
r.jp

）

※
申
込
み
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、

総
合
公
園
体
育
館
に
あ
る
大
会
要

項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
箏
そ
う
き
ょ
く
し
ら
べ
か
い

曲
調
会
」　

会
員
募
集

　

私
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
お
箏こ

と

を

弾
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に

無
料
体
験
や
見
学
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

㊐
／
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
午
後

１
時
～
３
時　

場
／
中
央
公
民
館

料
／
月
額
２
０
０
０
円　

問
／
ｔ

２
９
５
―
６
１
８
６
岩
橋

山
根
荘
趣
味
の
会

　
「
光
華
の
会
」
会
員
募
集

　

体
力
維
持
の
た
め
に
、
楽
し
く

新
舞
踊
を
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

基
本
動
作
か
ら
学
び
、
ア
レ
ン

ジ
も
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
見
学

に
来
て
く
だ
さ
い
。

㊐
／
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
午
前

10
時
30
分
～
午
後
２
時　

場
／
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
山
根
荘　

料
／

月
額
５
０
０
円　

問
／
ｔ
２
９
４

―
５
９
７
７
相さ

が
ら良

「
毛
呂
山
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
出
演
者
募
集

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
、
舞
台
で

演
奏
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

開
催
日
／
９
月
27
日
日
午
後
２
時

か
ら　

場
／
東
公
民
館
学
習
ホ
ー

ル
め
じ
ろ　

対
／
町
内
ま
た
は
近

隣
市
町
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
人

演
奏
／
１
組
10
分
以
内
、
ソ
ロ
ま

た
は
６
人
ま
で
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

料
／
１
組
１
０
０
０
円　

申
・
問

／
７
月
31
日
金
ま
で
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ァ
ウ
ン
デ

ー
シ
ョ
ン
事
務
局
（
〒
３
５
０
―

０
４
６
１
中
央
４
―
19
―
12
）
ｔ

２
９
５
―
０
９
１
９
、
ｆ
２
９
５

―
６
６
２
８
新
井
へ
、
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
申
込
み

な
な
ふ
く
苑
「
七
夕
バ
ザ
ー
」

　

施
設
紹
介
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の

ほ
か
、
う
ど
ん
、
餃
子
な
ど
の
模

擬
店
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
出

店
予
定
で
す
。
掘
り
出
し
物
が
見

つ
か
る
か
も
！　

ぜ
ひ
、
ご
家

族
や
お
友
だ
ち
を
誘
っ
て
お
越
し

く
だ
さ
い
。

㊐
／
７
月
５
日
日
午
前
10
時
～
午

後
３
時
（
雨
天
決
行
）　

場
／
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
な
ふ
く
苑

デ
イ
ル
ー
ム
（
西
大
久
保
７
６
６

―
１
）　

問
／
（
社
福
）
埼
玉
聴

覚
障
害
者
福
祉
会
後
援
会
事
務
局

ｔ
２
７
６
―
５
３
１
１
、
ｆ
２
７

６
―
５
３
１
５

フ
ォ
ト
フ
レ
ン
ド
毛
呂
山

　
　
　
　
「
花
の
写
真
展
」

　

町
内
で
撮
影
し
た
花
の
写
真
20

点
を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

㊐
／
７
月
５
日
日
～
11
日
土
午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
６
日
月

は
休
館
日
、
11
日
土
は
午
後
４
時

ま
で
）　

場
／
図
書
館
２
階
読
書

室　

問
／
ｔ
２
９
４
―
９
２
７
３

多
和
田

ゆ
ず
の
里
商
店
街

　

 

「
第
３
回
七
夕
ま
つ
り
」

　

美
し
く
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

七
夕
飾
り
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

㊐
／
７
月
18
日
土
、
19
日
日
午
後

５
時
30
分
～
８
時　

場
／
Ｊ
Ｒ
毛

呂
駅
前　

内
容
／
18
日
土
▽
加
盟

店
の
出
店
、
19
日
日
▽
流
し
そ
う

め
ん
（
期
間
中
に
加
盟
店
で
５
０

０
円
以
上
お
買
い
上
げ
の
人
）　

問
／
ゆ
ず
の
里
商
店
街
ｔ
２
９
４

―
０
０
１
８
岡
部

毛
呂
山
特
別
支
援
学
校

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
夏
祭
り
」

　

在
校
生
に
よ
る
出
し
物
や
、
作

業
所
に
よ
る
販
売
、
ゲ
ー
ム
な
ど

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

㊐
／
７
月
18
日
土
午
後
４
時
～
６

時　

場
／
毛
呂
山
特
別
支
援
学
校

昇
降
口
お
よ
び
駐
車
場
周
辺
（
雨

天
時
は
体
育
館
）（
駐
車
場
は
大

類
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
砂
利
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
）　

問
／
埼
玉

県
立
毛
呂
山
特
別
支
援
学
校
ｔ
２

９
４
―
７
２
０
０

「
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
」

　
　
　
　
　

 

参
加
者
募
集

　

今
年
の
行
き
先
は
、
日
本
百
名

山
の
ひ
と
つ
、
筑
波
山
。
約
５
時

間
か
け
て
ハ
イ
キ
ン
グ
し
ま
す
。

日
に
ち
／
７
月
19
日
日　

出
発
／

午
前
６
時
中
央
公
民
館　

定
／
先

着
35
人　

料
／
５
０
０
０
円　

申

／
７
月
12
日
日
午
前
９
時
30
分
～

10
時
30
分
に
、
中
央
公
民
館
で
参

加
費
を
添
え
て
申
込
み　

問
／
毛

呂
山
町
体
育
協
会
山
岳
部
部
長
ｔ

２
９
４
―
３
６
２
０
三
枝

毛
呂
病
院
盆
踊
り
大
会

　

皆
さ
ん
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

㊐
／
７
月
30
日
木
午
後
６
時
か
ら

（
雨
天
時
は
31
日
金
）　

場
／
毛
呂

病
院
本
部
棟
前
い
こ
い
の
広
場

問
／
毛
呂
病
院
事
務
所
ｔ
２
７
６

―
１
４
９
６

「
第
20
回
ふ
れ
あ
い
の
里
・

夏
ま
つ
り
」

㊐
／
８
月
８
日
土
午
後
５
時
～
７

時
45
分　

場
／
ふ
れ
あ
い
の
里
・

ど
ん
ぐ
り
（
西
大
久
保
５
２
５
）

（
駐
車
場
は
旧
毛
呂
山
高
校
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
）　

内
容
／
阿
波
踊

り
、
和
太
鼓
、
舞
台
、
発
表
、
模

擬
店
、
ゲ
ー
ム　

問
／
障
害
者
支

援
施
設
ふ
れ
あ
い
の
里
・
ど
ん
ぐ

り
ｔ
２
９
５
―
９
３
２
１

「
第
15
回
ナ
イ
タ
ー
陸
上
競

技
記
録
会
」

　

体
育
協
会
陸
上
部
に
よ
る
、
ナ

イ
タ
ー
陸
上
競
技
記
録
会
で
す
。

　

な
お
、
当
日
午
後
４
時
か
ら
、

小
学
生
向
け
の
リ
レ
ー
講
習
会
を

行
い
ま
す
（
自
由
参
加
）。

㊐
／
８
月
15
日
土
午
後
４
時
受

付
、
５
時
30
分
開
会
式
、
６
時
競

技
開
始
（
雨
天
中
止
）　

場
／
総

合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド　

種
目
／
１

０
０
ｍ
、
２
０
０
ｍ
、
１
５
０
０

ｍ
、
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
（
ス

パ
イ
ク
可
）　

対
／
小
・
中
学
生
、

高
校
生
、一
般
、壮
年（
40
歳
以
上
）
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介護予防サポーター養成講座

対 象　町内在住の40歳以上の人で、介護予防に関

心があり、講座受講後に地域での介護予防活動に参

加できる人

定 員　30人（申込み多数の場合は抽選します）

費 用　300円（ボランティア保険代。9月25日（金）

の講座で集金します）

場 所　東公民館

問合せ・申込み　7月13日（月）から、役場高齢者支援

課高齢者福祉係で受付（電話不可）

※申込書は、高齢者支援課窓口または町ホームページ

（ｈhttp://www.town.moroyama.saitama.jp）で配布

しています。

　町では、高齢者の皆さんの介護予防のため

に、情報の提供や「ゆずっ子元気体操」の指

導、サポートをしていただく人を募集・養成

しています。講座の全日程に参加して、毛呂

山町介護予防サポーター「ゆずフィット」と

して活動していただける人には「ゆずフィッ

ト会員証」を交付しています。

　皆さんの力を、地域の高齢者の健康づくり

のために貸してください。

日にち 時間 内容

8 月 21 日（金）

9：30～

11：30

開講式、オリエンテーション、
事業説明、介護予防の必要性と効果

8 月 28 日（金） 介護予防の効果、準備運動、体力測定
9 月　4 日（金） 実技、講義
9 月 11 日（金） 実技、講義、グループワーク
9 月 18 日（金） 実技、講義、地域で活動するために
9 月 25 日（金） 実技、講義、グループワーク

10 月　2 日（金） 実技、講義、体力測定
10 月 16 日（金） 実技、グループワーク、閉講式

毛呂山町
アカウント始めました

　スマートフォン向け無料コミュニケーションア

プリ「LINE」に、毛呂山町公式アカウントを開設 

しました。イベントや観光、くらしに役立つ情報

や、災害時の緊急情報をお知らせします。

町からのメッセージを受け取るには、お手持ちのスマー 

トフォンなどに「LINE」のアプリをインストールする必 

要があります。（LINE公式サイトｈhttp://line.me/ja/）

 2. 毛呂山町を友だち登録

 1. アプリをインストール

「LINE」にログインして、次の方法で毛呂山町を「友だち登録」してください。

①メニュー「その他」をタップ　⇒②「友だち追加」をタップ　⇒③「ＱＲコード」をタップ

1

2
3

ご注意　本アプリ使用によるトラブルについて、

毛呂山町は一切の責任を負いません。また、ア

プリケーション自体のダウンロード方法や設定

に関してのお問い合わせにはお答えできませ

ん。あらかじめご了承ください。

⇒④表示された読み取り画面（カ

メラ） で、 右のＱＲコードを

読み取り、 表示される毛呂山

町のアカウントを友だちに「追

加」してください

問合せ　役場秘書広報課広報広聴係　ｔ（295）2112内線332



子ども広場
子どもや親子で参加できるイベント、子育て
支援情報、健康診断などをご案内します！

図書館　ｔ（295）1015　7月の休館日：6日（月）、13日（月）、21日（火）、27日（月）

名　称 日　程 時間 対　象 内　容

子ども映画会
「サミーとシェリー
七つの海の大冒険」

7 月 11 日（土）
14:00

～
15:30

生まれたばかりのウミガメのサミーは、波に
さらわれて離ればなれになったウミガメの
シェリーと再会するため、大海原へ旅に出る
場 /2 階視聴覚室　定 / 先着 50 人

おはなしポッケ
7 月 7 日（火）
7 月 14 日（火）
7 月 28 日（火）

11:00
～

11:30
0 歳～ 3 歳

わらべうた、手あそび、絵本の読み聞かせ、
紙芝居など　場 /1 階おはなしコーナー

おはなしのクレヨン
おはなし会
わーい！ なつやすみ

7 月 25 日（土） 
14:00

～
14:30

3 歳～小学生
大人もどうぞ！
※未就学児は保
護者同伴

エプロンシアター「カレーでおんど」ほか
場 /2 階視聴覚室

児童館　ｔ（295）4111　7月の休館日：毎週日・月曜日、祝日、30日（木）、31日（金）午前

名　称 日　程 時間 対　象 内　容

遊びにおいでよ！
ぴょんぴょん広場

7 月 1 日（水）
7 月 8 日（水）
7 月 15 日（水）

10:30
～

11:30

2 歳前後の幼児
と保護者

体操、工作、体育あそびなど　料 / 無料　持
ち物 / 親子とも室内シューズ　申 / 不要。時
間までに集合してください。

児童館まつり 7 月 31 日（金）
13:00

～
15:00

小学生以下
※未就学児は保
護者同伴

ゲームにチャレンジしてかき氷・みたらし団
子をゲット（先着 300 人）、お化け屋敷、ヨー
ヨー釣り、バルーンアート（事前申込制）、フェ
イスペインティングなど　料 / 無料　申 /7 月
18 日（土）午前 9 時～ 29 日（水）に児童館で配
布するチャレンジカードをもらってください

小学生事業
流しそうめんを
食べよう

8 月 22 日（土）
10:00

～
11:30

小学生
※ 1・2 年生は
保護者同伴

料 / 無料　定 / 先着 20 人　申 /8 月 4 日（火）
～ 18 日（火）に児童館に申込み
※持ち物などは申込時にお伝えします。

保健センター　ｔ（294）5511

名　称 日　程 時間 対　象 内　容

4 か月児健診 8 月 3 日（月）

13:30 から

H27. 3 生

対象者には事前に通知します。
10 か月児健診 8 月 4 日（火）

H26. 8 生
H26. 9 生

1 歳 6 か月児健診 8 月 26 日（水） H26. 1 生

3 歳児健診 8 月 25 日（火） H24. 2 生
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№
３
９
７　

毛
呂
山
小
学
校

ぼくらの
キ
ャ
ン
パ
ス

保健センターだより 保健センター　ｔ（294）5511

肝炎ウイルス検診（血液検査）
㊐　7月 29日（水）11：15から
対�　今年度 40歳以上になり、次の①～④の項目のいずれ
にも当てはまらない人
　�①Ｃ型肝炎ウイルス検査・治療を受けたことがある、②
Ｂ型肝炎の治療を受けている、③開胸・開腹手術などの
大きな手術を受けたことがあり、定期的に肝機能検査を
受けている、④（女性）妊娠・分娩時に多量に出血し、
定期的に肝機能検査を受けている
料　無料　　場　保健センター　定　10人
申�　7月 3日（金）～ 21日（火）

乳がん・子宮頸
けい

がん検診（受診回数 /2年度に 1回）
㊐　8月 1日（土）午前・午後
対　乳がん /40 歳以上、子宮頸がん /20 歳以上
料　乳がん /600 円、子宮頸がん /500 円
※クーポン券がある人は無料。
定　先着 120人　　申　7月 6日（月）から
※保育あり。

■8月の在宅当番医（午前 9時～正午）
■ 8月はありません
埼玉医科大学病院（毛呂本郷 38ｔ（276）1465）は、救急
部が曜日・祝日を問わず救急患者を受け入れています。

デング熱にご注意
　昨年、約 70年ぶりに国内でデング熱の感染が確認され
ました。今年も国内発生が懸念されています。

●デング熱って？
　デングウイルスが感染しておこる疾

しっかん

患で、
蚊を媒介して感染します（ヒト⇒蚊⇒ヒト）。
ヒトからヒトに直接感染することはありま
せん。

●症状は？
　急な発熱、頭痛、目の奥や関節の痛みなど。潜伏期間は
2日～ 15日で、多くは 3～ 7日で発症します。まれに重
症化した時は、適切な治療が必要です。蚊に刺されて症状
がでた時は、早めに医療機関を受診してください。

●予防法は？
　予防法は、蚊に刺されないことです。
　屋外では、素足でのサンダル履きや肌の露出を控え、虫
よけ剤を使用しましょう。
　屋内では、ドアや窓の開け閉めを最小限にし、蚊取り線
香などを使って蚊の侵入を防ぎましょう。
　また、蚊は植木鉢の受け皿などに溜まった雨水のような、
小さな水たまりで発生します。日ごろから住まいの周囲か
ら水たまりを無くしましょう�
※蚊の活動は、10月下旬ごろまで続きます。

「草食動物ＶＳ肉食動物」

５
年　

高
橋　

嘉か
ざ
と慧

く
ん

「
Ｇ
レ
ッ
ド
ロ
ボ
」

４
年　

萩は
ぎ
わ
ら原　

慧け
い
せ
い誠

く
ん

「
ひ
ま
わ
り
の
成
長
日
記
」

６
年　

永
瀬　

未み

ほ帆
さ
ん
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日 月 火 水 木 金 土
1 歴

・夏休み子ども環境教室
　場駿河台大学→P18
・夏休み工作教室
　場図書館→P18
・一市三町合同企画展講座
　場坂戸市文化会館→P16

2 3 4 5 6 7 8歴児 図歴児体 歴 歴 歴 歴 歴

・�子ども会ティーボー
ル大会

　場大類グラウンド
・9月分総合公園予約日
　場総合公園

・おはなしポッケ
　場図書館
・�中央公民館夏休み子
ども体験教室
　場�埼玉スタジアム2002
　→P18

・�9月分体育施設調整
会議

　場総合公園

・夏休みお菓子工場見学
　�場北本市→P19
・�キッズ料理教室
　場保健センター→P19
・手話講習会
　場ウィズもろやま

・�夜の妖怪図書館ツアー
　場図書館→P17

・子ども映画会
　場図書館
・夕すずみ会
　�場あいあい滝ノ入作
業所→P17

・トレーニング機器説明会
　場総合公園

9 10 11 12 13 14 15歴児 図歴児体 歴 歴 歴 歴 歴

・埼玉県知事選挙
　場町内各投票所→P10
・人形劇団オッペ定期公演
　場図書館→P17

・おはなしポッケ
　場図書館

・古典文学講座
　場図書館→P16
・手話講習会
　場ウィズもろやま

16 17 18 19 20 21 22歴児 図歴児体 歴 歴 歴 歴 歴

・海の子体験プログラム
　場静岡県伊東市
　→P19

・海の子体験プログラム
　場静岡県伊東市
　→P19

・ぴょんぴょん広場　
　場児童館
・海の子体験プログラム
　場静岡県伊東市
　→P19

・古典文学講座
　場図書館→P16
・手話講習会
　場ウィズもろやま

・介護サポーター養成講座
　場東公民館→P21

・おはなし会
　場図書館
・流しそうめん
　場児童館→P22
・国体関東ブロック大会
　女子ソフトボール
　場大類ソフトボールパーク

23 24 25 26 27 28 29歴児 図歴児体 歴 歴 歴 歴 歴

・国体関東ブロック大会
　女子ソフトボール
　場大類ソフトボールパーク

・国体関東ブロック大会
　女子ソフトボール
　場大類ソフトボールパーク

・おはなしポッケ
　場図書館
・古典文学講座
　場図書館→P16

・ぴょんぴょん広場　
　場児童館

・東公民館子ども体験教室
　場吉見浄水場→P19
・手話講習会
　場ウィズもろやま

・ドキドキじどうかん
　場児童館
・介護サポーター養成講座
　場東公民館→P21

・サマーフェスティバル
　場総合公園

30 31歴児 図歴児体

・休日納税相談・納入窓口
　場役場

・町立小・中学校
　授業開始

法律相談（土地家屋、交通事故、借金や相続など）

【弁護士】（要予約）
㊐　8 月 11 日㈫、24 日㈪　13:30 ～ 16:00

【行政書士】
㊐　8 月 19 日㈬　10:00 ～ 15:00
場　役場会議室
問い役場総務課自治振興係ｔ（295）2112 内線 313

人権・行政相談（人権問題、行政に関する苦情など）

㊐　8 月 13 日㈭　13:30 ～ 16:00
場　役場会議室
問い役場総務課自治振興係ｔ（295）2112 内線 313

教育相談（不登校、いじめ、しつけなど）

㊐　月～金曜日（祝日を除く）　10:00 ～ 16:30
場い教育センターｔ（295）2525　※電話相談可

8 月の相談コーナー
成人健康相談（心と体について）

㊐　8 月 3 日月　9:00 ～ 12:00　場　保健センター
㊐　8 月 26 日㈬　9:30 ～ 11:30　場　役場町民ホール

【電話相談】
㊐　月～金曜日（祝日を除く）　9:00 ～ 17:00
問い保健センターｔ（294）5511

消費生活相談（消費生活コンサルタントによる相談）

㊐　毎週火曜日　10:00 ～ 15:00　場　役場相談室
問い役場産業振興課商工観光係ｔ（295）2112 内線 171

心配ごと相談（生活上の悩み、困りごとなど）

㊐　毎週水曜日　10:00 ～ 12:00　
場　ウィズもろやま（福祉会館）
問い社会福祉協議会ｔ（295）3111

 行事カレンダー8 月の 毛呂山町役場 ☎（２９５）２１１２

図図書館
歴歴史民俗資料館
児児童館

施設のお休みマーク 場＝場所
体町内体育施設（総合公園体育館・グラウンド・テニスコート、大類グ
ラウンド、ソフトボールパーク、川角公園、西戸・川角・岩井・目白台
各グラウンド、弓道場）
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※都合により変更する場合があります。趣味の会に入会を希望する人は、
老人福祉センター山根荘ｔ（294）5545 にご連絡ください。

リサイクル情報

山根荘趣味の会等　７月の定例行事予定
休 館 日 4日 5日 11日 12日

18日 19日 20日 25日 26日

ペ タ ン ク お休み
声 を 出 す 会 1日 15日
民 踊 同 好 会 13日 27日

俳 句 の 会 10日 24日【季語：梅雨明（つ
ゆあけ）、心太（ところてん）】

囲碁・将棋の会 1日 3日 8日 10日
15日 17日 22日 24日 29日

お 茶 の 会 3日 17日
ダンス同好会 3日 17日
三味線・民謡の会 2日 9日

手 芸 の 会 8日 22日

カラオケ同好会 6日 29日
厚年カラオケ/24日

吟 友 会 8日 22日
書 道 の 会 8日 22日
舞 わ か ば 会 8日 22日
FD カトレア 10日 24日
健康体操（３B体操） 17日
押 し 花 の 会 6日 13日
桜 扇 の 会 13日 27日
PC ク ラ ブ 6日 13日
光 華 の 会 1日 15日
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役場からのお知らせ

町公式の LINE＠アカウント（→ P21）
を開設しました。広報では白黒になっ
てしまう画像をカラーでお届けでき
るのが嬉しいです。広報紙、アプリ、
HP それぞれ活用していただけるよ
うに “ 中の人 ” をがんばります♪（Y）

編 集 後 記

人口　　35,115 人（－ 47人）
　男　　17,510 人（－ 24人）
　女　　17,605 人（－ 23人）
世帯　　15,751 戸（－ 16戸）
※平成 27 年 6 月 1 日現在
※（カッコ）内は前月比

人の動き

■毎週水曜日は、税務課・住民課・子
ども課・高齢者支援課・福祉課・水道
課で、午後7時まで窓口業務を行って
います。

■広報もろやまは、町内の公共機関お
よび駅などに置いてあるほか、役場
ホームページや、スマー
トフォン向けアプリ「ｉ
広報紙」（右QRコード）
からも閲覧できます。

■ 税金・保険料は期限内に忘れず
に納めましょう。

■7月の納期（7月31日納期限）
　固定資産税　　　　　　2期

　国民健康保険税　　　　1期

　介護保険料　　　　　　2期

　後期高齢者医療保険料　1期

ｉ

図書館
今月のオススメの一冊！

『歩いて見つけた神さま・仏さま』

毛呂山町史研究会／著作・編集

内には、多くの石仏がありま
す。いつも歩く道、家や学校

の近く…気がつくと、その多さに驚く
ほど。その数多の石仏
から厳選した 34 体を、
わかりやすくふりがな
付きで解説した 1 冊で
す。毛呂山町の意外な
面白さを発見しましょ
う�」

「町

いっしょ!
もろ丸くんと

●ゆずりたい物

・ドレッサー（中古・無料）・エレクトーン（中古・無料）

●ゆずってほしい物
・車いす（自走式・介助式各1台）（無料）
・可搬式段差スロープ一式（無料）・ミニ耕耘機（相談）
・草刈機（相談）・一輪車（相談）・農機具用倉庫（相談）

※紹介したい品物があるときや、交渉が成立したときはご連絡ください。
　（掲載期間／ 3か月）

申・問　役場産業振興課商工観光係ｔ 049（295）2112 内線 173

お便りコーナー
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植物油インキを使用しています。

5月20日から6月7日にかけて、滝
ノ入ローズガーデンの「春のバラ
祭り」が開園し、19日間で約1万
2,500人が来場しました。訪れた人
びとは、バラのアーチやベンチのあ
る広い園内で、ゆっくり散歩を楽し
んだり、木陰で景色を眺めたりと、
思い思いに里山のバラ園を楽しみま
した。
なお、秋のバラ祭りは10月下旬から
の予定です。

　かき氷は、清少納言の随筆、枕草
子にも「削

けつ

り氷
ひ

」として登場しま
す。当時は氷を小刀で削って作られ
た貴族だけが食べることができるも
のでした。それからおよそ900年経
て、明治時代に横浜市などの飲食店
で提供されるようになり、徐々に庶
民の夏の定番になりました。
　戦前は、砂糖をかけた「雪」、砂
糖蜜をかけた「みぞれ」、小豆の

乗った「金時」が主流で、氷は鉋
かんな

で削られていました。戦後
に、店頭で製氷機が主流になると、家庭用のかき氷器も発売
され、家庭に普及していきました。
　氷と製氷機があればお子さんでも作れるかき氷。見るだけ
で涼しさを感じる、夏の定番です。 ♥「わがやのアイドル」を募集しています！
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徒然歳時記

今井　鼓
こ ご ろ う

悟郎くん（2歳）

　ダンスが得意で、好奇心旺盛な鼓悟郎

くんは、トーマスシリーズのゴードンや、

白いご飯がだ～いすき�　人にやさし

く、元気で笑顔が絶えない子に育ってね。

ピックアップ

かき氷

んだ空気と、可憐なバラを楽しむ

滝ノ入ローズガーデン「春のバラ祭り」
澄
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